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序文

1998年10月末にハリケーンミッチがグアテマラを襲い､グアテマラは多大の被害を受

けた｡この災害復旧を緊急課題と判断した社団法人海外農業開発コンサルタント協会

(ADCA)は､ ｢ハリケーン被災農業･農村復興計画｣にかかわるプロジェクトファインディ

ング調査を1999年3月10日から27日にわたって実施した｡調査は太陽コンサルタンツ

株式会社平田四郎(団長/総括)､村松康彦(農業)の2名によって行われた｡

調査はハリケーンの被害が大きく,又､小農の比率の大きいEI Progreso県とZacapa

県を中心に行われた｡

グアテマラ政府は災害直後に｢100日計画｣を採択し､復旧事業を開始した｡ 3月中旬現

荏,河川の氾濫により破壊された国道20号線は原形に復旧されている｡又､ほとんどすべ

ての取水口が破壊された農業施設についても､取水機能は復旧されており､復旧状況は事

業費ベースで約70%ということであるo

今後の見通しは､現在予算不足から立っていないものの, 1999年2月以降,グアテマラ

政府はより具体的な復旧計画の協力を日本を含む各国に要請しており､これらが採択され

るならば､復旧はさらに進むことになる｡それ故､当初想定された機能回復的な協力を仕

組む必要はないと判断された｡

しかし､ハリケーンミッチによる山地､河川,農地の被害は予想以上に大きく､耕土流

亡,土砂堆積による農地の脆弱化等の影響は今後とも続くと予想される｡さらに当該地域

は小農が多いことに加え,粗悪な澄渡施設､農業普及体制の未整備等の問題を抱えている

ことから､中長期的視点から本地域の開発方向を検討した｡

本調査に当たり､日本大使館､農牧食糧省､その他の関係者のご協力をいただき､ここ

に深く感謝します｡

平成11年3月

太陽コンサルタンツ株式会社

調査団 団長 平田四郎
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路で漏水が著しい
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第1草案件をとりまく概況

1.1
一般概況

グアテマラは中央アメリカに位置し､北西をメキシコに､北部をペリーズ,さらに東部

はエルサルバドルおよびホンデュラスに国境を接している｡

面積は10.9万km2で日本の国土の4分の1より少し大きい｡

人口は1997年現在10.5百万人と記録され､ 1988年から1997年にかけて平均2.4%で

増加している｡また全人口の約16%に相当する1.73百万人(1995年)がグアテマラ市に

集中している.国民の人種構成はマヤ系先住民が42%､白人が8%､それらのざ昆血が50%

である｡

一人あたりGNPはUS$1,580(World Development lndicators 1999)で､昨年のGDP成

長率は4.3%七報告されている｡中南米諸国に共通しているようにグアテマラも貧富の差が

大きく, 1%にも満たない50家族が商業,農業､金融などの分野を抑え､民間資金の50%,

コーヒー生産の20%,主要企業の殆どを支配しているといわれる｡

1.2 自然環境

国土は北緯13度49分から17度49分にわたるので､熱帯に属するが､標高差によって

気候は大きく異なる｡標高750m以下が熱帯地域で､平均気温は29oC-32oC｡標高750m

から1,660皿が温帯地域で､日中の気温は24-27oCとなるが,夜間は16-2loCに下がる｡

標高1,660m以上が寒冷気候地域で,日中の気温は26oCまで上がることがあるが,夜間に

は10`〕C以下に下がることがある｡

年間降水量は100mmから1,200mmの間にあり,東部の山岳地帯に多く､北部のペテン

地方は少ない｡ 5月から10月までが雨期で､ 11月から4月までが乾期である｡ Zacapa県

(DepartamelltO)では年間降水量が600から650mmで5月6月に集中して降る｡

グアテマラは地形上以下の4地域に区分される｡それぞれの地帯は国の東西に伸びるベ

ルト地帯を形成している｡

G)太平洋岸平地 :太平洋とシエラ･マドレ山脈の間の平地で,標高100mから600m

に掛けては傾斜も緩やかであり､土地も肥沃で､農業が行われ

ている｡

②太平洋岸山脈地帯:シエラ･マドレ山脈の中にあり､気候が温暖で首都のグアテマ

ラ市をはじめとする主要都市が分布し､`人口も多いo



③中央アメリカ山地:太平洋岸山脈地帯とペテン低地の間のベルト地帯で､東端はカ

リブ海に接している｡ 調査対象地区のEIProgreso県 と

Zacapa県はここに属している｡グアテマラ市からカリブ海のバ

リオス港まで国道20号線がモタグア河に沿ってこの地帯を轟従質

している｡標高はグアテマラ市の約1,500mから東に向かうにつ

れて下がり､温帯から熱帯気候-と変わる｡低地ではバナナの

④ペテン低地

1.3 農業の概況

プランテーションなどが行われている｡

ユカタン半島の付け根にあるこの地域は石灰岩台地地形で､標

高は150mから225mで､熱帯雨林とサバンナ気候が混在して

いる｡

農業部門はGDP (1997年)の24%,労働力の28%を占めており､さらに総人口の約5

割は何らかの形で農業に従事しているといわれ､グアテマラ国にとって農業は非常に重要

な産業である｡また総輸出額24億ドルの半分以上を農産物が占めており､そのほとんど,

すなわち11億ドルはコーヒー,サトウキビ､カルダモンおよびバナナ等の伝統的な輸出産

品が占めている｡とりわけコーヒー-の依存は大きく､ 6億ドルを占めている｡

1979年のセンサスによれば, 2.5%の農家が65%の農地を所有し､ 88%の農家は16%の

農地を所有しているにすぎない｡

政府はコーヒー､サトウキビ､カルダモン､バナナなどの伝統的輸出産品-の依存度を

減らすべく､果樹､読菜､花井､種子､観葉植物への多角化を進めている｡これらの多く

は高地で栽培され､米国やヨーロッパ-輸出される｡ 1996年にはこれら非伝統農産物を2

億9千万ドル輸出しており､これは1992年の約2倍(1億5千万ドル)に相当する｡

グアテマラの農業形態は土地所有形態の不均衡を反映して､以下の3形態に分類される｡

1) 山地で営まれる先住民農業に代表される生存ぎりぎりの自給的農業

2)小農といわれているが､ 7ha未満の農地を耕作し,生産物の一部を販売してい

る農業

3) デルモンテ､ドールなどの世界的企業に代表さilる,バナナ､サトウキビなど

のエステート農業
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1.4 潅概の概況

年間降水量が少なく､季節変化が大きいため､潅概の役割は大きい｡ EIProgreso県と

Zacapa県では年間降水量が600から700mmであり､それも5, 6月に集中しているので､

乾期の潅概のために,山間地でも相当苦労して潅慨施設が敷設されている｡水路は大半が

土水路で､ポンプは少なく､取水源から何キロにもわたって重力により送水している例が

多数みられた｡

潅概施設はそれぞれ潅概組織によって管理さ謹1ているo潅概組織には以下の3種類があ

るo

1) UnidadesdeRiego (中規模潅概組織)

2 ) RiegosArtesanales Comunales (小規模潅概組織)

3) Riegolndividual (個人組織)

1) UnidadesdeRiegoであるための条件は､面積が300から400haで､土地が利用者

のものであり,組織があり､利用者が水利費を払い､水路がライニングされており､

技術的管理がなされていることである｡全国に22 ケ所存在している｡内､ EI

Progreso県に17ケ所､ Zacapa県に3ケ所ある｡以前は国営事業であったが､現

在管理は民営化しているo

2 ) RiegoArtesanales ComullalesはUnidadesの条件に外れたものをいい､一般に規

模は小さく､水路は土水路である｡ 1)の補助が無くなった現在､ 1)と2)の差

も無くなったものと判断されるo

3 ) Riego lndividualは個人の施設である｡

国家は､ハリケーンミッチの災害復旧に関して,例外的に,上記1)､ 2), 3)すべて

に資材の提供と技術指導に限って行った｡
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1.5 ハリケーンミッチ被害概況

1998年10月末(28日)にハリケーンミッチが中米を襲った｡被害の最も大きかったの

はホンデュラスであったが､グアテマラも多大の被害を受けた｡グアテマラの11月17日

時点での被害状況は､死亡･行方不明389人､家屋損壊2,293戸､橋梁損壊121ケ所､国

道損壊90ケ所､農牧業被害16億ケツアル(約2.42億ドル)であった｡

農業被害については､ホンデュラスに接する南東地方で被害が大きかった｡県でいうと､

AltaVerapaz,､ Izabal, Zacapa, Clliquimula､ Jalapa､ Jutiapaの6県と太平洋沿岸

の平野部である｡

作物別被害額では､バナナの6.5億ケツアル､コーヒーの6.1億ケツアルが大きく､そ

のほかでは就業･果実の0.6億ケツアルと穀類の0.6億ケツアルが大きい｡

ハリケーンを挟んで降雨が約1週間続いたことが被害をより大きくした.

グアテマラ政府は｢100日計画(AgendalOODias)｣をたて､復旧を行っている｡

1USS=6.9ケツアル (1999年3月現在)

1ケツアル-17円
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第2章ハリケーン被災農業･農村復興計画

2.1 調査地区および期間

ハリケーン被災農業農村施設調査を以下の地区､期間で行った｡

現地調査実施地区 EIProgreso県､ Zacapa県

現地調査実施期間 3月18､ 19日

2.2 ハリケーンによる被害とその復旧状況

1)施設･農地の被害状況

河川､山地の荒廃は凄まじく､河川は原形をとどめていない｡

道路は河川横断箇所でほとんど決壊した｡

河川から取水している潅概施設では取水口が全箇所決壊した｡ EI Progreso県では

約20ケ所, Zacapa県では34ケ所が破壊された｡

水没した水路には土砂が堆積した｡

水没した農地では耕土が流亡したり､砂襟が堆積した｡作物は壊滅した｡

2)復旧状況

河川･山地の復旧は手つかずの状態である｡

国道は現状回復した｡支線道路の橋梁は修復中のものが多い｡

作物は再植されたところが多い｡

3)潅慨施設の復旧状況

水路取水口はほとんどの箇所で機能を回復している｡取水口は鉄筋コンクリート製

となり､以前の右横堰よりも改良されたともいえる｡

水路内の土砂は排除された｡

Zacapa県では潅概施設の70%が復旧されたが,予算がなくなり,現在資金待ちと

なっている｡

EI Progreso県でもポンプシステムがほぼ完成したのに､吐水槽以降の建設資金が

尽き､完成できない事業がある｡

復旧方法は国が塩ビ管､セメント,鋼材などの資材と､測量,設計などの技術

を提供し,農民が労働を提供するという形式をとりコスト削減に努めている｡
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2.3 その他観察事項

河川に近い農地の湛水,流失､土石堆積による被害に関しては､中期的に影響が現れる

であろう｡土壌が完全に流亡した地域では今後作物の栽培は不可能である｡また地域的に

は表土が部分的に流亡した地域も認められ､肥沃土の低下などが今後問題となるであろう｡

さらに圃場の湛水により､病害虫の発生が増加しているようである｡

一方で､現地技術者からの聞き取りによると､災害の発生により地域や組織がまとまろ

うとする機運が出てきているという｡

2.4結論

ハリケーンミッチの災害復旧事業は,農業施設部門に限れば技術的に大きな問

題はなく､資金問題が最重要課題である｡各国の援助状況から見て､ 1999年中に

は河｣ll ･山地の復旧を除いて終了するものと判断される｡

(参考)

Unidad deRiego (中規模潅概) EIRanchoIEIJicaro地区のハリ

ケーンによる作付け面積の変化 (組合長よりの聞き取りによる)

当UnidadはUnidades de Riegoの中では大きい方で､経営が

うまくいっているものの一つである｡水路はコンクリートでライニン

グされている｡ハリケーン期間は水路と一部の畑(タバコが多い)が

冠水し､作物は壊滅し,水路は土砂に埋没したという｡調査時点では

土砂は排除されていた｡

ハリケーン以 807 M. Z. 445 M. Z.

被害面積 251 M. Z. 1
M. Z.

ハリケーン以彼の潅概面積 556 M. Z. 316 M. Z.

(M.Z.はManzanaのことで､圃場を意味するが､ここでは面積単位

として使用している｡ 1M.Z.は約o.7ha)

作付け面積の変化はタバコで著しく､ 392M.Z.が130M.Z.に減

少しているo
一方,増加したものではトマトが15から32.5M.Z.-､

パパイヤが5から40M.Z.､ト-モロコシが15から81.04M.Z.-増加

している｡パパイヤの増加理由は不明であるが､トマト,ト-モロコ

シの増加分は災害後に再植されたものである｡

当Unidadでは水利費として約4,000円/11aを徴収している｡
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第3章モタグア河中流域農業農村総合開発計画

3.1 地域農業･農村の開発阻害要因

ハリケーンミッチの本地域に対する災害の緊急復旧作業は終了するが､山地･河川の荒

廃による洪水頻度の増加および耕土流亡･土砂堆積による農地の脆弱化等の影響は今後と

も続くと予想される｡

さらに本地域はグアテマラ国の中では小農が比較的多い地域に属するため,十分な資本

を欠き､濯概施設･アクセス道路等が十分に整備されていない｡

そこで災害復旧を急ぐと同時に､中長期的視点から本地域の振興対策をとる必要がある

と判断さjlたo

農業農村地域に於ける振興対策を策定するにあたっては,地域の問題点をすべて洗い出

し､総合的な解決策を見いだす方策が正しいものと判断される｡そこで前述の地域農業に

及ぼすハリケーンミッチ被害の長期的影響を考慮した上で,当地域の農業･農村を発展さ

せるために､農業･農村の開発阻害要因に焦点を当てて調査を行った0

1)潅概施設が粗悪である

水路は殆どが土水路で漏水が多い｡その為十分な水が圃場まで到達せず,潅概農業

に支障をきたしている.

用水の半分以上が漏水する状況が改善できれば､水不足が解消されるばかりではな

く､小農の潅概農地面積を拡大することができる｡

2)農業普及が遅れている

農業普及体制が不十分なせいか､ EI Progreso県では作物の病気の発生(タバコ)

と生育の悪さ(トウモロコシ)が目に付いた｡圃場の近くに農業技術指導のできる

農業試験場や普及事務所などの組織が必要であり､技術普及体制の確立が望まれる｡

Zacapa県には農業試験場があり､農業普及に役立っているという｡レモンについ

ては民間企業が指導している｡

3)資金不足

零細農民は貧しいので､事業資金を負担させることができないと､県の担当職員が

いっていたが､資金を出す代わりに労務を提供して事業費の負担に代えている｡

制度金融の整備は不十分である｡
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4)市場流通制度が未熟である

スイカなどの換金作物は仲買業者が畑ごとに買い取り,収穫､運搬も行っている｡

中間搾取が大きいものと予想される｡売り手と買い手が対等な､透明性の高い市場

の形成が望まれる｡

5)組織化の未成熟

単独農協や水利組合は存在しているが,あまり機能していないといわれている｡機

能しない理由の一つに指導者の能力不足がある｡

機能している組織もあることから､双方を比較分析してみる必要がある｡

6)アクセス道の整備

国道以外の道路状態はよくない｡当地はスイカ､メロン､レモン､パパイヤなどの

荷痛みしやすい換金作物が多いが､道路状態の悪いことから､荷痛みが大きな問題

である｡畑と国道を結ぶ道路の整備が望まれる｡

3.2 計画の組立

1)計画

当地域の農業農村の生産水準を引き上げるには､前述の6項目の整備が必要不

可欠である｡

潅概施設とアクセスの整備は資金さえ投入すれば可能であり､効果の発現も早

い｡その為､この2項目だけを取り出して事業を仕組むことも可能である｡

しかし､当地域の農業を根底から良くするためには,農業普及､農民金融､市

場流通､農業組織の強化が必要である｡さらに,生産水準の向上以外にも生活水準

の向上も重要なテーマであり､この面も含めた調査を実施することが望まれる｡

2)計画地域

今回調査を行ったEI ProgresoおよびZacapa県に加えて､小農が多い等の類

似した地域特性を有し､地理的にも近いChiquimula県を取り込む方が効率が良い

と判断される｡

これら3県はIzabal県と共に統合されて､将来第ⅠⅠⅠ州を形成することになる｡
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3)計画地域の概要

人口

県別人口,人種率などを以下に示す｡ (1996年) 単位: 1,000人

地域

8発会.D93イ宗去!享｡%63q甥
T#7.8

EI Progreso県 108. 4 2. 2 104. 2 2. 0

Zacapa県 157. 0 7. 0 147. 7 2. 4

仇iquimula県 230. 8 68･ 2 158･ 1 4･ 5

3県合わせても人口は50万人しかいないo 全国平均と比べてインディオの比

率は小さい｡

当地域は降水量の関係から潅概施設が重要な位置を占めている｡そのため､

Riego Artesallales Comunales (小規模潅概農業)が農業開発計画にとって中核的

な役割を果たすことになる｡ Riego Artesanales Comunalesの数はEI Progreso県

とZacapa県ではそjlぞれ約150ケ所､ Chiquimula県では約100ケ所といわれて

いる｡

資料の入手できたEI Progresoについて県の概要を示す｡

面積は1,922 km2で国土の1.8%を占めるo 平均標高は517臥 人口密度は71.3

人/km2であるo気候は暑く乾燥している.人口はMotagua河沿いに集中している.

土壌は石灰質､砂質で比較的貧しい｡主な農産物は､タバコ､トマト､トウガラシ､

スイカ､メロン､レモン,その他の果実である｡

4)実施機関

外国との協力では農業関係事業の実施機関は農牧食糧省(Ministerio de

Agricultura,Ganaderia y Alin]entacion, MAGA)の海外事業協力局(Unidad de

projectos y Cooperacion Externa, UPCE)である｡又､地方分権化の一環として､

MAGAが各県に職員を派遣し､県が自立できるように県の事業を直接指導している｡

調査段階ではUPCEがカウンターパート機関となり､事業実施に当たっては､県が

upcEの指導のもとに実施機関となるものと思われる｡
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第4章総合所見

総合所見として調査結果をまとめると､以下のようになる｡

ハリケーン被災農業･農村復興計画

1)ハリケーンミッチの災害復旧について､機能回復は本年度中には完了するものと判

断される｡

2)緊急復旧作業は終了しても､災害の長期的影響は今後とも続くと判断される｡特に

河川の被害が大きいので､今後,小さな洪水によっても､橋梁､取水口などの河川

工作物は被害を受ける可能性がある｡

3)河川に近い農地の湛水,流失,土石堆積による被害の後遺症についても注意する必

要がある｡農地の河川敷化､病気の発生､収量の減少などが生じている｡

4)災害の発生により地域や組織がまとまろうとする機運が出てきたので,ハリケーン

災害を踏み台として､農業農村改善を進めるにはいい機会である｡

モタグア河中流域農業農村総合開発計画

5)農業農村改善を進めるにあたっては､地域の問題点をすべて洗い出し､総合的な解

決策を見いだす方策が正しいものと判断される｡

6)計画地域としては､小農が主体という共通の地域特性､地理的まとまりから EI

Progreso､ Zacapa県およびCbiquimula県が適当である｡

7)普及,金融､組織化､市場流通などソフト面の改善が必要である｡

8)地域計画を進めるに当たっては､潅概の重要性から見て, UnidadesdeRiego､ Riego

ArtesarlalesComunalesなどの潅概組織を中心に据えると円滑に進むと考えられる.

9)潅概の漏水対策,アクセスの改良については効果が保証され､効果発現に要する時

間も短いため､これらだけに焦点を当て事業を実施する可能性も検討する必要があ

る｡この場合でもソフト面の改善は省けない｡
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｣門`
MIN】S~｢ER10 DE AGRICULTURA, GANADERIA Y ALIMENTAC10N

7-. Avenida 12-90 zona 13 Guatemala.

Tel.36214756 - 362･4758 I 362J753

PRESENTAC10N

El nuevo orden econdmico mundial y [os acuerdos de paz. condicionan la adopcidn de

estrateg[as diferenciadas para enfrentar los retos del desarroJlo socioecondmico, para beneRcio de la

poblac始n en general y especialmente para los m白s pobres.

De frente a esta realidad e=州nisterio de Agricultura, Ganaderra y Alimentacidn, ha desarrollado
un proceso de reconceptualizaci6n y modernizaci6n de sus estructuras y estrateglaS institucionales. con

el propdsito de facilitara la socJ'edad su accionar protagdnJ･co en [a construcci6n del desarrollo nacionaI.

EI Ministerio promueve ra racionalizacidn de su gestidn. a traves de Ja redistribuci6n de roles en el
sector pdbJico y el sector productivo, con lo que se pretende incrementar la particjpacidn democr畠tica de
los productores organizados･ en el proceso de toma de decisiones. eJeCuCidn y evaluacidn de las
inversiones en el sector agropecuario, foresta[ e hidrobioJdgico.

En Ja practjca･ la estrategla Se desarrolla con las acciones complementarias de dos instrumentos

operativos･ Per una parte el sector pdblico representado pop ras Coordinacjones Departamentales del
Ministerio; y por ra otra･ el sector productivo representado por las Redes de Agentes de Desarrollo
Agropecuario Sostenible

-RADEAS- organizadas en cada uno de los Departamentos del pars. Los roles
diferenciados de ambos instrumentos permiten generar espacios de partJ･cipacidn y entendimiento,
mediante los cuaJes se establecen acuerdos y compromisos entre las partes･ Las RADEAS, conocedoras
del medio･ ident了¶can y pnorizan demandas y las Coordinacjones Departamentales. fac‖itan [a

preinversidn･ gestidn y eJeCuCidn de proyectos que responden a esas demandas.

Como resu[tado prlmario del trabajo de concertacJ-dn entre los sectores mencionados, se ha

generado el documento "Plan Estrat6gjco 1998-2000 de 】a Unidad de OperacJ･ones Rurales= que
fundamentalmente constituye un manual de operaciones para Fa conduccidn de Zos trabajosde desarro"o

agropecuario. forestal e hidrobioldgico en el medio rural

AI patentizar nuestro agradecimiento a todas las personas y entidades que contribuyeron en la

elaboracibn del presente documento･ esperamos que el mismo cumpZa satisfactoriamente con los

objetivospara los cuales fue eraborado.
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PLAN ESTRATちGICO 1998-2000 DE LA UNOR: Hacia una Res rtuna en la PTeStaCi6n de Seryicios del MAGA

1. NTRODUCCION

EI prop6sito de este docunento es presentar

el PlanEstrat占gico 1998-2000 de la Unidad de

Operaciones Rurales
-UNOR-

dentro del nuevo

rol del Ministerio de Agricultura, GanadenJa y

Alimentad6n
-MAGA-.

La nueva estrategia del

MAGA busca una readecuaci6n, redistribuci6n y

clasiflCaCi6n de las responsabilidades entre el

sector p止blico y el sector privado, con lo que se

espera incrementar la participaci6n democrまtica

de ユas organizadones mrales y radonalizar la

gesti6n p止blica del sector agropecuario,forestal
e hidrobio16gico.

1.I Justificaci6n

EI connicto armado que prevaleci6 en Gua-

temala por espacio de 36 a丘os, provoc6 atrasos

importantes en la
capacidad del Gobierno y la

sodedad civil para dar respuesta a los lngenteS

problemas de la poblaci6n･ En este contexto, los

pobladores mrales, especialmente las muJereS,

experinentaron fuertes limitaciones de

participaci6n en la
coordinaci6n, planirlCaCi6n y

toma de decisiones en el dise五o de soluciones a

ユas limitaciones
prevalecientes, todo esto

motivado por la baJ'a capacidad de gesti6n,

administraci6n y negociaci6n, provocado For la

falta de informaci6n, acceso a los recursos

productivosァespedalmente a la capadtacidn･

Las instituciones del estado, parti-

cularmente el MAGA, no evolucionaron por ユas

fuertes
restricciones imperantes, continuando con

el centralismo unilateral de las decisiones y

recursos, 6nfTasis en el disefio de soluciones

estrictamente tecno16gicas, politizaci6n y
desmotivaci6n del personal, lo que se tradujo en

una ba)'a capacidad de respuesta a proporcionar

se-idos esenciales para el desa汀01lo. El nuevo

escenario que prevalece en el palls, Se traduce en

la oportunidad proplCia para re∇ertir ユas

restricciones se丘aladas, iniciando un proceso de

reconversi6n estructural y estrat6gica que a

trav6s de la descentralizaci6n permita unir

voluntades y capacidades entre el gobierno y la

sociedad civil, para la ejeCuCi6n arm6nica de

soludones a la
problemまtica nacional.

La planificaci6n sectorial y la inversi6n

agn'cola centralnente dirigidas de arriba hacia

abajo,
a pesar dealgunos avances logrados no ha

podido obtener
la

efectividad deseada en los

niveles de crecimiento agn'cola y el neJOramiento

de la calidad devida de la poblaci6nrural. En tal

sentido, el proceso de previsi6n y deanticipaci6n

de las respuesta5 a las demandas de la pobladdn

civi1, no ha sido el mまs adecuado.Les esfuerzos

de descentralizaci6n administrativa sectorialno
han

avanzado mas alla de la introducci6n de

modalidades de organizaci6n regional y

departamentaly de aslgnaCiones de algunas
funciones a los espacios administrativos; lo

cual

ha contribuido mまs que todo a confundir el

slgni丘cado yalcance de la descentralizaci6n.

La implementaci6n y operativizaci6n de las

Coordinaciones Departanentales
-CD's-

del

MAGA, es un proceso que tiende a subsanar las

deficiencias de una planificaci6n e inversi6n

agropecuaria, forestal e hidrobio16gica

celltralmente dirigida;
mejorando la adminis-

traci6n y eJeCuCi6n de canpo; y sobre todo,

retroali皿entando el proceso de fbrmulacidn,

eJeCutando poll'ticas, planes estrat6gicos y

proyectos de desarrollo a las necesidades,
demandas y potencialidades de los productores.

La creaci6n e implementaci6n de las CD's,

se constituyen en un皿edio interlocutor que

articula individuos y grupos, los cuales Yen su

empodera皿iento en la toma de decisiones para

la transformaci6n de la realidad agroecon6mica

proplCiando y fbrtaleciendo la:

a) Concertaci6n y el diまlogo entre los agentes

de desa汀01lo;

b) Concertaci6n entre estos agentes y las

I instancias
gubernamentales en la definici6n

y aplicaci6n de estrategias y acciones de

desa汀01lo;

c) Priorizacidn y solucidn de sus
necesidades,

como instrumentos para alcanzar sus

prop6sitos y de sus organizaciones.

1.2 Antecedentes

A partir de la formulaci6n del marco con-

ceptual del nuevo ro上 del MAGA reaユizado en la
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Ciudad deAntig-ua, Guatemala, durante el mes

de abri1
de 1997, se prepar6 un perfil para el

desarrollo del proyecto de apoyo a la

descentrali2:aCi6n de los servicios descen-

tralizados del MAGA
-PRODESAGRO-, el cual

fue presentado e1 24 de abri1 del presente a丘o, a

la C00peraci6n Holandesa; en reuni6n de trabajo
con el Gobiemo de Guatemala, en donde se

discuti6 el perfil y el financiamiento para

operativizar elmismo a partir de 1998･

EI MAGA planific6 realizar, con el apoyo

t6cnico y financiero del Gobierno de Holanda

(FGG-GTOO8002/97), en los meses de septiembre

a diciembre de 1997, ll seminarios talleres con

lafinalidad de elaborar planes estrat6gicos por

departamento (1998-2000) del sector

agropecuario, forestale hidrobio16gico, buscando

pnoriz訂1as inversiones potenciales y servicios

de apoyo a prestar por las CD's･

En
noviembre, una misi6n internacional

conJuntamente com aSeSOreS naCionales del

MAGA formularon el documento del Proyecto

･PRODESAGRO-,
El

objetivo
de PRODESAGRO

es apoyar y fortalecer la descentralizaci6n de

servicios del MAGA, para contribuir a un

desarrollo sostenible del sector agropecuario,

forestale hidrobio16gico.

Con el apoyo丘nanciero
de los Pal'ses Bajos

y el PNUD, a trav6s de lo§proyectos FGG/GT-

GTOO8 002/97 y PNUD-GUA/96/009 (PROAGRO),

el
Ministerio de Agricultura, Ganaderl'a y

Alimentaci6n
-MAGA- organi2:6 e1

22 y 23 de

enero de 1998 un seminario taller para 50

representantes del MAGA (CD's, Unidades

Centrales, Instituciones Semi-Aut6nomas) con el

objeto de consensuar y plani6car la realizaci6n

de un Marco Conceptual ∫ Funcional de lo§

servicios descentralizados que permita asignar y

transferir recursos de inversi6n y la toma de

decisiones a las CD's. Como fruto entre otros, se

form6 cinco comisiones t6cnicas para desarrollar

los servicios descentralizados: proアeCtOS

productivos
locales; informaci6n estrat6gica;

vigilancia epidemio16gica,
instrumentos de

soporte para la toma de decisiones y formulaci6n

de presupuesto del MAGA･

2
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2･ MARCO ORIENTADORI)Eu

MODERNIZACI6N

Este Plan Estrat6gico 199812000 de la
UNOR, se basa en la§ estrategias de

modernizaci6n del Estado y en
particular del

MAGA･ asl'como en la demanda de las

organizaciones de productores y otros agentes de
desa-Ilo

agropecuario･ forestale hidrobio16gico.

2･1 Moderni2:aCi6n del Estado

La
modemizaci6n del MAGA estd orientada

por lag pollJticas y pnncIPios de modernizaci6n y
descentralizaddn del Gobiemo,

contemplados en

el Programa de Gobiemo 1996-2000, los Acuerdos
de Pa∑ y EI Progra皿a Ca皿bio de Modernizacidn
del Estado･ Segtin

el
Prograna de Gobierno (pまg.

40A2), "h organizaci6n e intervenci6n del Estado
se regir丘por los princIPIOS de subsidiariedad,
solidaridad･ fomento de la competencia,

participacidn ciudadana y excelencia ad皿i_
nistrativa乃I Segtin el princIPio de

subsidiariedad,
el

Estado no se apropia de funciones que pueden
ser

eJeCutadas por personas individuales o

libremente
as∝iadas･ En ese sentido, el pnncIPIO

de
subsidiariedad se defini6 como "el Estado

interviene
solamente cuando los

ciudadanos y las

organizaciones de la
sociedad civil, no se bastan

a simismos para la
realizaci6n de determinadas

actividades"･ Se propICia la participaci6n

ciudadana como
aquel proceso por el cual los

ciudadanos se involucran en la toma de ユas
decisiones

sobre poll,ticas y acciones pdblicas y
en la provisi6n de servicios de su inter6s.

En cuanto a la descentralizacidn,
el

Progra皿a de Gobierno 1996-2000 (pまg･ 41),

contempla uel pnncIPio de subsidiariedad que
conduce a la descentralizaci6n, en el sentido de
trasladar las funciones a la

sociedad civil y
dise丘ar un Estado funcional de abajo hacia

arriba乃･ La descentralizaci6n serま, entonces, ``el
princIPIO querija la organizaci6n del Estado

y la
relaci6n entre el Estado y la

sociedad"･ Segdn el
Programa de Gobierno 1996-2000 (p畠g. 42), el
objetivo de la descentralizaci6n es "fortalecer e
impulsar la democratizacidn de la

sociedad,
distribuyendo en forma equitativa el poder de

3
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decisi6n en la sociedad, a且n de evitar lo島abusos
de poder･ y acelerar el desarrollo socioecon6mico,

articulando integralmente las formas
institucionales del Estado y las poll,ticas de
desarrollo･" Dentro de la§poh･ticas de acd6n (pまg.
42) se contempla "promover la descentralizaci6n
de lo§servicios pdblicos y la desconcentraci6n
占dministrativa, fortaleciendo los niveles
departamentales de gobierno, los poderes locales,
1a autonoml'a municipaly la participaci6n de las

comunidades y sus organizaciones" y
"desconcentrar funcionalmente

el presupuesto y

el recurso humano para medirlos por resultados,
e丘cacla, e丘ciencia y transparencia."

Mediante el Acuerdo
sobre Aspectos

Socioecondmicos y Situacidn Agraria (abri1.1996),
el Gobierno buscarま(entre otros) "profundizar la
descentralizaci6n y la desconcentraci6n de las
facultades,

responsabilidades en recursos

concentrados en el Gobierno centralcon el objetode modernizar y hacer efectiva y畠gil la

administraci6n pdblica〃.

2･2 Moderni2:aCi6n del MAGA

EI MAGA･ dando respuesta a los
objetivos

del Gobierno en cuanto a pro皿OVer el desarrollo
humano integral e incentivar las inversiones

productivas, mediante procesos participativos
decide a partir de ahril de 1997 asumir su nuevo

rol que oriente y facilite el desarTOllo
sostenible

del sector productivo, en beneficio de la sodedad
guatemalteca

La visi6n del MAGA se resume en
"PropICiar

el desarrollo agropecuario, forestal e

hidrobio16gico･ sustentable y competitivo, para
elevar la calidad devida de los g-uatemaltecos."

La
misi6n del MAGA es la de ser "La

entidad encargada de consensuar y adTninistrar
poIL'ticas que propICm el desarrollo sustentable
del sector agropecuario･ hrestal e hidrobio16gico,
a trau6s de regulaciones claras y estables, acceso

a recursos
productiuos, promocidn de la

empresarialidad, orgaTu'zac10n･ COmPetenCia y
modernizacid7t, SObre

la base de subsidL･ariedad,
transparencia,

eficienciay eFicacia.
"
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La nueva Ley de1 0rganismo Ejecutivo

(Decreto Numero 114-97) publicada el 12 de

diciembre de 1997, decreta que correspondeal

MAGA atender
los asuntos concernientes al

regimen jun,dico que nee la producci6n agn'cola･

pecuaria, hidrobio16glCa y el maneJO SuStentable

de los recursos naturales renovables, asi como

contempla al MAGA las sigulenteS funciones.･

a) F.rmular y ejecutar participativamente
la

politica de desarrollo agropecuario,

hidrobio16gico y de uso sustentable
de los

recursos naturales renovables, todo ello de

confbrmidad
con la ley.

b) Proponer y velar por la aplicaci6n
de normas

cla∫as y estables en materia
de

actividades

agricolas, pecuarias, bidrobioldgicas,

forestales y fitozoosanitarias, buscando la

e丘ciencia y competitividad
en los

mercados y

teniendo en cuenta la conservaci6n y

protecci6n del medio ambiente.

c)
Definir la poll,ticade ordenamiento territorial

y de utilizaci6n
de las tierras nacionales y de

reservas de la naci6n, y promover la

administraci6n
descentralizada en la

eJeCuCi6n
de esta poh,tica; debera velar por la

instauraci6n y aplicaci6n eficaz
de un sistema

de normasJun･dicas que definan con claridad

los derechos y responsabilidades vinculadas

a la posesi6n, uso, usufructo, en general･
1a

utilizaci6n
de dichos bienes, mientras

permanezcan bajo el dominio del Estado･

d) Formular la poll'tica
de servicios pdblicos

agrlJcolas, pecuarios,
hidrobio16glCOS,

forestales y fitozoosanitarios y administrar

descentralizadamente su eJeCuCi6n･

e) En coordinaci6n
con el Ministerio de

Educaci6n y la Comisi6n Nacional del Medio

Ambiente, formular la poll'tica
de educaci6n

agropecuaria y sobre el medio ambiente,

promoviendo
la participaci6n comunitaria･

f) Promover, en coordinaci6n
con las autoridades

legalmente competenteS,
1as poll'ticas para el

meJOramiento y modernizaci6n
de la

administraci6n descentralizada del sistema

guatemalteco de areas protegidas,
asl'como

la formulaci6n de pohJticas para el desarrollo

y conservaci6n del patrimonio natural
del

pais.

4
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ど)
Dise丘ar, en coordinaci6n

con el Ministerio de

EconomlJa, 1as pob,ticas
de comercio exterior

de productos agrop-ecuarios, foresttales e

hidrobio16gicos.

也) Impulsar el desarrollo empresarial de la§

organizaciones agropecuarias, forestales e

hidrobio16gicas, para fomentar el desarrollo

producti∇o y competitivo del palS･

i) Desarrollarmecanismos que contribuyen
a la

seguridad alimentaria
de la poblaci6n･

j) Ampliar y fortalecer los mecanismos de

disponibilidad y acceso a la informaci6n

estrat6gica
a productores, comercializadores

y consumidores･

para dar respuesta a su nueVO rOl y alcanzar

la Visi6n planteada,
se ha

conformado
la

estructura orgまnica bajo del Despacho Superior

contemplandose seis Unidades con sus diferentes

areas (vcr Figura 1):

1. Unidad de Poll'ticas e Infornaci6n Estrat6gica

(UPIE);

2. Unidad de Gesti6n para el Desarrollo Secto-

rial(UGD)･,

3. Unidad de Normas y Regulaciones (UNR);

4. Unidad de Operaciones Rurales (UNOR);

5. Unidad de Coordinaci6n de Proyectos y

cooperaci6n Externa (UCPCE);

6. Unidad Administrativa y Financiera (UAF)･

EI Consejo de Planificaci6n para la

Modernizaci6n del Sector Pdblico Agropecuario･

Forestal e Hidrobio16gico -CODEP,
integrado por

el Despacho Superior y los Coordinadores a nivel

central del MAGA, es el Conse]o superior para

discutir y consenSuar las acciones de

modernizaci6n
del MAGA･

EI Proyecto de Reglamento del MAGA･ en

′
▲

donde se legaliza la nueva estructura OrganlCa,

se formalizarまcon un Acuerdo Gubernativo･
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2･3 Demanda de servicios

En los seminarios tal1eres realizados a nivel
departamental･

el Despacho del Coordinador de
la UNOR identi{1C6 y recolect6 con las proplaS
organizaciones la§ inversiones

y acciones
potendales a promover por el MAGA, para el
periodo 1998-2000･ Los resultados por
departamento (vcr cuadro 1 yAnexo 2) fueron

obtenidos con base en criterios eco16gicos,
econ6micos, sociales y culturales. Para tener una

perspectiva de los
resultados obtenidos, se

PreSenta a continuaci6n una descrlPCi6n
detallada de las inversiones

y acciones
POtenciales･ priorizadas por las organizaciones

Participantes en cada evento para el pen,odo
descrito･ se agrupan cuatro categorl･as con 29
inversiones

potendales recolectadas a nivel de
los seminarios talleres, siendo 6stos: Servicios
t6cnicos y organizaci6n empresarial; Inversiones

productivas, Sectores y otros:

En la prlmera Categorl･a por conJuntO de
departamentos

predominantres servicios segdn
la puntuaci6n grupal: a) fomentar

y fortalecer la

organizaci6n s∝ial con 173 puntos; b) asistencia

crediticia con 169･ y c) capacitac血en gestidn
empresarial con 136, este puntaje es repre-

sentativo en la mayon'a de los departamentDS a

excepci6n de Retalhuleu
y Suchitepequez

que su

primera y segunda priorizaci6n la seaala en

asistencia t6cnica e informaci6n
estrat6gica.

En la segunda categoria, 1as t∫es
inversiones

productivas m畠s importantes a nivel
de eventos realizados son ユas siguientes: a)
Refbrestaddn con 94 puntos, b) In丘･aestructura

para la comercializaci6n con 69 y c)
Infraestructura

para el procesamiento de frutas

y hortalizas con 47 puntos respectiva皿ente. Sin

embargo･ en esta categorl,a existen depar-
tamentos que se丘alan otras inversiones tales el
caso de industrializaci6n de la madera pun-



PLAN ESTRATEGICO 1998-2000 DE LA UNOR: Hacia una Res uesta 0 rtuna en la PresLaCi6n de Servicios det MAGA

tualizada como la皿丘s importante para el

departa皿entO de Retalhuleu y Suchitepequez,

compra de, tierras en Quetzaltenango,'infraes-
tructura deriego para Chiqulmula etc.

En cuanto a la tercera categoria

sobresalen a) Manejo de RRNN (agua, suelo y

bosque) con 59 puntos, b) Ganado lecbero con･33

y c) producci6n de hortalizas y frutas (para

exportaci6n)
con 32 puntos. Sin embargo los

departamep･tos de Quiche,早etalhuleu y

Suchitep卓quez indican en esta categon'a que su

acci6n m畠s importante es la diversificaci6n y

manejo de los sistemas de
producci6n;mientras

que en los departamentos de Chiqulmula y EI

Pet6n sobresale productos
de exportaci6n no

tradicional.

En cuanto a la categoria Otros, 1a puntuacidn

es la siguiente:-a) Legalizaci6n de tierras con 33

punt岱≠ b) C∞rdinar acciones para el manejo y

recuperad6n de las zonas de rearga h'drica con 12.

Estos resultados identi丘cados son el marco

olientador de la demanda de seⅣidos a promover

por el MAGA, aunque necesitan ser evaluados

con base a una poll'tica de ordenamiento territo-

rialy de
utilizaci6n

de las tierTaS naCionales y de

reservas de la naci6n.

■山

Cuadro 1: PrL'orizaci∂n de lnversiones y

Acciones a Promoverpor el MAGA

既郡.開,帯革,_巨御幣濁韓既q茸藁
ServicJ'OST6cnicosyOrg.Empresarial

1. Fome∩taTyFortafec8rlaorganizacidn 173

2. AsistenclaCredilicja 169

3. Ca四Cl(aCi6nenges帖nemp(esaTlal 136

4. Asesoriaencomercia[izacidn 93

5. Asisーendat6cnica 84

6. AFOyOalaformuEaciondep{oyectos(preinveTSi6n) 63

7. rnformaci6nestrat6glCa 42

8. Pa√dcIPaCidndelamujerenFOyeCーosp(oduclivos 23

lnversionesproductivas.

■ Reforestac]-dn 94

2. lnFraes仙cturapaTala00mercializaci6n 69

3. hfraes仙clu,raparae(PrOCeSamie∩lodefrutasnlOrlaJizas 74

4 lnねesvucturadenego 46

5. lndusValizac)6ndelaledle 29

6. Cotnp(adeberras 23

7. l∩dus廿ialiヱaC始∩delamadera 2ー

8. Pque示osbcner(ciosdecafb 18

Sectores/Acclones

1. Ma∩q'odelRRNN(agua,sueLoytnsque) 59

E) Ganadofechero 33

3. ProduccI6ndehortalizasyfrutas(paraexportacJr6n) 32

4. Diversi汽aci6nymanejodelossistemasdeproducci6n 38

5. PTOductosdeexportacid∩novadiclO∩aJes 1ー

6. Agricuhuraorg畠∩ica 10

7. PTOducddncare【alera 9

8. EcDtUnSmO 5

Otros

1. Legalizad血1deberras 33

2. Coordinacid∩deaccio∩espa{aelmane)oyrecuperacめn

12delaszonasderecaTgahidnca

3. Legislacl6nparaelusodelagua 5

4. Apyoafmanlenirnientod8CaUCeSderios 5

6



CuadTD 2: Inuersiones y Acciones Priorizadas For Departamen･fo

･マh叫や叫.'1,.J丁 患*!d叫ノi.誉
.i.こrGhh■JJt-y::

群p,hI鴫 各QudzJI詣A.王蹄Sー_撞卓``Jl■恥Ir憾ミ伽ーFhdーー底曽tJth''■

三.:ZJ叩Iy(
●●!.-.

I.......巨,..≡ー''凝蔑椀耗
･-.

･:.2仙占;,
一■L.～ .′su払峨 __.▲軸桓L■蕃

-L千l

ServLclosTdcnlcosyOrganizacfdnEmpres8rlaJ

1F

･僻-.一.PJJ,I.-.箪一-.mmOt｡nk叫n-無感ヘ赫蒸～

･omentaryfortalecerlaorganlZaCld∩soclaー
ー5 43 0 0 42 ー3 9 9 16 26 0 173

2.AsJStenC[aCredltlCla

3C

4 26 22 13 25 5 ー2 23 19 ア 13 ー69

･apacltaC1()∩e∩geSbdnempresanal
4A

0 30 23. 3 26 14 25 El 0 8 3 136
SeSOr[ae∩COmerClalーZaClOn ー0 3 12 9 15 7 8 0 9 ー5 5 93

5.AslStenClat6cnーCa

6Alー

4 0 0 0 7 4 0 26 22 8 13 84

･POyOaaOrrnUIacーdndeproyectos(prelnVerSldn)
6 16 0 0 9 5 9 18 0 0 0 63

7.lnformacl6nestTat6gJCa

8Prtl''6

4 0 0 0 5 6 I 26 0 0 0 42

･aclPaCーndelamuJerenPrOyeCtOSPrOducbvos
0 0 0 0 0 0 0 7 ー6 0 0 23

hversfoneSproducLfvas

lReforet SaC10n

2lnfraesttl

6 22 18 ー0 5 0 12 0 9 7 5 94

rUCUraParaaCOmerCla)LZaCIOn

3lfr

5 0 6】 12 17 6 5 6 1 2 E] 69

47
･∩aes仙ctuTaPaTadprccesaTnle∩tOdefTUtaS/h○rtaJIZaS

ー0 0 4 5 8 6 3 0 2 7 2
4ー1nfTaeStrUCtUraParanegO

5lndtT`J-'ddl

5 22 0 0 6 2 0 0 8 3 0 46

uslaーZaC7neaJeche 3 0 4 2 ー6 0 3 0 1 0 0 29
6.Comprack)berras

7Jd

0 0 0 6 0 7 0 5 3 2 0 23

.nustrlallZaCIOndeLamadera
P~

0 0 0 6 0 0 0 7 0 7 1 2ー
8.equenosbeneficlOSdecaf6 0 0 4 ー1 0 0 3 0 0 0 0 18
Sectores/Acclones

1Maneーo由IRRNNA
∫(g∪a.sueloybosq∪e)

2Ga∩a(女⊃leh

ー5 0 ll 0 6 8 0 0 12 7 0 59
CerO

3Producci6∩dehortaliza打ta

0 0 18 4 0 0 Ed 0 0 0 0 33

SyUS(ParaeXPCrtaCJ6n)

4DルersiFicacidnrna｢泊■Ode[ositdod.

0 0 9 5 ー8 0 0 0 0 0 0 32

ylSSerTlaSeFXUCCf6n

5Prod∪ctosdeー6n

0 0 0 0 0 0 0 ーー 19 0 0 30
eXPOrtaClnO廿adIClOnafes

6Agriculturaoranica

0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 3 田
g

7Producc1'dncafetalera

0 7 0 0 1 2 0 0 0 0 0 10

8Ecoturismo

0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 9

Otros

1LegaJizacidndetierras

0005

0 0 0 0 0 14 0 0 0 ー ー8 33

2-CoordJnaraC(コOneSParaeLma∩e)oyrecuperaci6n

delaszo∩asdorecargahーdrica

3.Legislacidnparaelusoddaua

0 ー2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12

g

4.Apoyoetma∩tenimi8∩tOdecausasdeー

0 0 0 0 2 0 0 0 3 0 0 5
rOS 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 5
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3. tJMDAD DE OPERACIONES

RURALES
-UNOR.

3.1 M'isi(in

Lamisi6n de las Coordinaciones Departa･

mentales y su despacho es la slguiente:

Somos las unidades del MAGA, a niuel
departamental･

encargadas de operaiiuizar y

retroalimentar participatiuamente las poLtticas y

estrategias secloriales, a frauds de la:

●

identiPcaci6n de deTnandas,

●

FoT･lalecimientode la organizaci6n,

'

apoyo a la Formulaci6n deplanes integT･alesy

gesti6n de pT･OyeCtOS de desaT･rOllo b化l, ast
COlnO

● Facilitar el acceso a asistencia t6cnica y

crediticia, capacitacidn e inForTnaCidn
estrat6gica a los grupos de productores/as
del SectoT･ AgT･OPeCuario, Fo7･eStaZ e

Hidrobioldgico.

3.2 0bjetivos

A) A
medianoplazo (1998-2000)

I

1･ C一ear e implementar 22 Coordinaciones

Departamentales funcionales;

rtuna en h Prestaci6n de Servicios del htAGA

2･ Implementar y operativizar la LTacilitaci6n de

las inversiones y la prestaci6n de servicios
descentralizados ;

3･ Ampliar y fortalecer
el espacio de

participaci6n e integraci6n de la
sociedad civil

del sector agropecuario, forestal e

hidrobio16gico en la
coordinacidn,

plani丘cacidn y toma de decisiones para el
desa汀01lo

sostenible.

B) A laT.gOPb20 (2001-2006)
1･ Fortalecer y consolidar la autogesti6n de las

RADEAS･ Gobiernos Departamentales
yLe-

cales para la facilitaci6n de la inversi6n y

prestacidn de servicios de desarrollo

sostenible y competitivo agropecuario, forestal

e hidrobio16gico.

3.3 Resultados

Para 1998-2000 se presenta un resumen de los

principales resultados de la UNOR (Vcr Cuadro

3), los cuaユes se detallen por CD en Anexo 2.

3･4 Estrategia

Las CD's enfocarまn log servicios a las

ptencialidades de cadaまrea geogTま丘ca y a las
demandas de los integrallteS de la5 RADEAS con

Cuadro 3= Principa血s Resultados a Obtenerpara 1998 - 2000

町J
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una aplicaci6n pr畠ctica de los prlnClplOS de

subsidiariedad, solidaridad,
dentro de un Estado

facilitador y orientador; promoviendo
la

participaci6n de la§organizaciopes dentro de las

RADEAS para la toma de decisiones sobre
la

atenci6n a sus intereses, oportunidades y

expectativas para promover el desarrollo･ Para

alcanzar los
objetivosy cumplir con los

resultados

previstos en la prestaci6n de los servicios

descentralizados, 1as estrategias se basanen:

･ Aplicar los prlnClp10S Subsidiariedad,

solidaridad, dentro deunEstado fhcilitador y

orientador y reg111ador, proplCiando
la

participaci6n de la
sociedad civil sobre la

atenci6n de sus intereses y expectativas; en

el marco de funcionamiento de poll'ticas y

estrategias del MAGA.

･ Tomaren cuenta las diferencias de roles entre

hombres y muJereS, COnSiderando sus

necesidades y pnoridades
en cuanto al acceso,

control ∫bene丘cio de recursos, con lo cual se

logra un desarrollo sostenible y equitativo', por

lo que sensibilizarまy fortalecerまel enfoque
de g6nero en las poll'ticas, estrategias y

proyectos de desarrollo Agropecuario, Forestal

e hidrobio16gico.

･ Establecer y fortalecer meca-

nismos de coordinaci6n entre

organizaciones de la sociedad

civil (Redes de Agentes de

Desarrollo Agro-pecuarios

Sostenibles
-fur)EAS-) para la

construcci6n de consensos, 1a

democratizaci6n en la toma

decisiones y pro-mocidn de la

autogesti6n para la ejeCuCi6n de

proyectos en el medio rural･

･ Fortalecer los mecanismos de

toma de decisiones, coordinaci6n/

comunicaci6n y seguimiento y

evaluaci6n en el maneJO de

recursos de inversi6n por parte

de las Coordinaciones Depar-

tamentales, con el objeto de hacer

mまs efectiva y畠gi1 su gesti6n.

･ Apoyarelsistema de Consejos de

Desarrollo Urbano y Rural y ユas

Unidades T6cnicas coordinados

por los delegados de SEGEPLAN

en el desa汀01lo departamental･

･ Apoyar a los grupos de productores en la

orientaci6n, gesti6n y seguimiento de

proyectos locales de desarrollo agropecuario･

forestal e hidrobio16gico.

･ En
el marco de la excelencia a血ninistrativa,

promover un proceso administrativo en apoyo

a las funciones, que responda
de una nanera

transparente,畠gi1 y eficaz a las poll'ticas

gubernamentales de probidad y racionalidad
en el gasto pdblico.

3.5 Estructura e Integraci6n de la UNOR

La UNOR estまconrormada por el

Despacho del Coordinador y las Coordinaciones

Departa皿entales. Las CD's estまn conformadas

por un Coordinador, un Profesionalen Desarrollo

de Servicios T6cnicos y Organizaci6n

Empresarial, un Profesional en Gesti6n de

Proyectos y Planific?ci6n Departamental･ un

Profesional en Segulmiento y Evaluaci6n de

Acciones, un ProfeslOnal en Vigilancia

Epidemio16gica, un T6cnico en Informaci6n

Estrat6gica, un T6cnico en Administraci6n

Financiera y el Personal 0perativo: Secretaria y

Conserje (Vcr Figura 2)･

Figura 2: Estructura Orgdnica de la UNOR

10



ノー=-I-I--

PLAN ES･TR〟rEGICO 1998-2CKX) DE LA UNOR: Hacia una Res uesta 0 rtuna en la Prestaci6n de Servicios de] MAGA

5. PRESTACION DE SERVICIOS

DE I.A UNOR

Las demandas recolectadas y pnorizada5 a

nivel departanental en cada uno de los

seminarios con apoyo de las organizaciones se

resumen en: (i)fortalecer la base legal, social
(1egl'tima)y enpresarialde las

organizac!ones;
(ii)ap?yar

en la gesti6n de recursos t6cnlCOS y
financlerOS; (iii)丘nanciamiento para apoyaren

parte la infraestructura
productiva; y (iv) tener

acceso a informaci6n estratigica para oriental las

inversiones en el agro. Adidonalmente, el MAGA

propone y vela por la aplicaddn de normas claras
y estables en materia de actividades agn'colas,
pecuarias, hidrobio16gicas, forestales y
fitozoosanitarias, buscando la eficiencia y

competitividad en los mercados y teniendo en

cuenta la conservaci6n y protecci6n del medio

a皿biente･ En ese contexto, se prev6 1a prestaci6n
de log siguientes servicios For parte de las CD's:

1) Apoyo a la formulaci6n, gesti6n y ejecuci6n
de proァectos productivos

locales;

2) Generaci6n y suministro de informaci6n

estrat6gica;
3) Apoyoaldesarrollo de instruplentOS de

soporte para orientar ユas inverslOneS en el
agrO;

4) Apoyoalsistema devigi1ancia epidemio16gica

y cumplimento de nomas y regulaciones.

5･1 Apoyo en laformulaci6n, gesti6n y

ejecuci6n de proyectos productivos
locales

Las Coordinaciones Departamentales

apoyarまn la formulaci6n, gesti6n y eJeCuCi6n de

proyectos productivos locales en dos fbrmas:

(i) Proyectos Productivos Integrales en el Agro

-PP工A-
(con componentes de infraestructura

-productiva･ capacitaci6n y a.seson'a)･ y
(ii)-Proyectos de Servicios T6cnlCOS en

elAgro
-

PSTA- (capadtacidn y/o asesoria).

Los PPIA's tienen una parte comercial
(reembolsable) en

comple皿entO a la parte

subsidiaria･ La parte subsidiaria incluye

componentes de capacitaci6n, asistencia t6cnica

y financiamiento para apoyar en parte la

infraestructura productiva. Se丘nanciar畠1a parte

subsidiaria de lo§ PPIA con fbndos propios del

MAGA como capital semilla, complementados con

rondos de otrasfuentes･･ FIS, FONAPAZ, etc. La

parte comercial de los PPIA's (apoyo a la

infraestructura productiva y capitalde trabajo)
serまgestionadoante las instituciones

crediticias
incluyendo BANRURAL. La aplicaci6n de la parte

subsidiari豆con la parte comercial, aumenta la

rentabilidad de las inv?rsionesproductivas en
el

agro y disminuye los nesgos de prestaciones de

servicios cr6diticios.
Los PSTA's, que incluyen

servicios t6cnicos y de organizaci6n empresarial,
sen'an financiados subsidiariemente con rondos

propios del MAGA.

A continuaci6n se presenta el flujode apoyo

a la formulaci6n, gesti6n y eJeCuCi6n de proyectos

locales (Ⅶr Figura 4) e.n donde intervienen

organizaciones beneficianos, Redes de Agentes

de Desarrollo Agropecuario Sostenibles

-RADEAS-,
Coordinaciones Departamentales

-CD-,
Unidad de Gesti6n para el Desarrollo

-UGD-
e lnstituciones Financieras: (rondos

Sociales y Crediticias)I Este nujo?e. realiza con

lafinalidad de operativi2:ar los serv1CIOS a PreStar

por el MAGA, el cual se ordena de la slguiente
forma: i)identi丘caci6n y formulaci6n; ii)gesti6n

y aprobaci6n; y iii)ejecuci6n.

i) Identi丘caci6n y formulaci6n

Con base en las demandas pnorizadas e.

informaci6n
proporcionada sobre criterios y

pr∝edimientos a utilizar para la fbmulaci血de

proyectos, las organizaciones beneficiarias

elaboran 6l o los
perfiles

de proyectos y los

gestionan ante la RADEAS (1). La RADEAS

pnoriza los perfiles y los gestiona ante la CD, para
la

eyaluaci6n respectiva (2), La CD contrata

semcios profbsionales y solicita apoyo a la UGD

(3) para la formulaci6n del documento de

proyecb.

ii) Gesti(in

Finalizado el documento de proyecto, 1a CD

lo gestiona ante las instituciones financieras (4)

para su dictamen correspondiente (5).La parte

subsidiaria del proyecto (servicios t6cnicos y

organizaci6n empresarial, y una parte de la

infiaestructura) seria solicitado a lo§ rondos

Sociales (FONAGRO, FIS, FONAPAZ, etc.) y la

parte comercial/reembolsable a instituciones

crediticias (BANRURAL, Banca
privada, ONG's,

e上c. ).Aprobado el proyecto por las institudones

financieras, 1a CD ]'nforma a la UGD y a la

RADEAS para que 6ste dltimo notifique a sus

integrantes sobre la aprobaci6n del proyecto

solicitado. En el cas° que el proyecto no sea

15
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Para que cada una de lag CD's sea funcional
con el equpo y personalnecesario, deben'a contar
con

vehl'culos, que podri'an ser traslados de otras
instituciones del sector ptiblico agrlJcola o

proyectos y con equlPOS de c6mputo modernos con

plOdem (correo electr6nico) q.ue le permita

lngreSar, Sistematizar, envlar y recibir
infornaci6n

sobre precios de mercados,vigi1ancia
epidemio16gica, administraci6n financiera y

seguimiento de acciones apoyadas.

Les Profesionales y T6cnicos que conforman
la§ Coordinaciones Departamentales

mantendrまn una coordinaci6n y comunicaci6n

permanente en la Planificaci6n y Ejecuci6n de
los Planes Estrat6gicos

y Planes Operativos con

las Unidades Centrales, a trav6s del Despacho

del C00rdinador de la UNOR.

EI Despacbo del Coordinador de la UNOR

estまconformado por el Coordinador y 4

Profesionales de apoyo para la plani丘caci6n e

integracidn horizontal de los servicios
descentraユizados, quienes establecen y operan los

rtuna en la Prestaci6n de Servicios deL MAGA

mecanismos de coordinaci6n, comunicaci6n y

planificaci6n permanente entre las Unidades
Centrales y las Coordinaciones Departamentales

(Vcr Figura 7).

EI Despacbo del Coordinador de la UNOR
delegar丘funciones de administraci6n a la Unidad
Administrativa ∫ Financiera del MAGA, y se

sugiere el apoyo directo de un ente administrador
de los recursos financieros

para implementarun

m6canismo moderno de operacionalidad para

manejar los gastos en que incurran las CD's

(gasolina･viまticos･ fbtocopias, etc･), asl'c?甲O〉
contratar y cancelar mensualmente los semclOS

de arrendamiento que algunas CD's demandan.

3･6 Presupuesto papa la UNOR

Para la implementaci6n gradualde 22 CD's

y su despacbo en 1998, se necesita un total de

Q･ 13,9B4,079, del cuale1 85% del totales para
recursos bumanos, 9% para gastos de
funcionamiento y 5% para gastos administrativos

Se impJementar畠22 Coordinaciones Depanamentales en el a門o de 1998

CoQrdinacEdtl DepadanⅦntalde Region Sedeen Fecha de l叩I.

1. Guatemala

2･ Alta〉erapaz

3L BajaVerapaz

4･ Zacapa(yEFProgreso)

5･ Chk】u)mula

6. fzabaJ

7･ EIP｢o9｢eSO

8･ Judapa(yJaJapa)

9. SantaRosa

10. JaJapa

ll･■ chimaJtenan90 (y Sac叫

12 EscujntJa

13･ Sacate叩UeZ

lil 0uetzaltenango (IToto)

15. SanMarcos

161 Retarhu)eu (ySuchit.)

17. SoZor畠

18 Totonicapan

191 Suchi!epequez

20. Ouich6

21r HuehucTenango

22. Pet6n

I Guatemala

JI Coban

fJ SaFarn畠

M Zacapa

rll ChiqulrnUJa

川 Puerlo Bamos

川 Guastatoya

lV Juぬpa

[V Cuilapa

IV Jalapa

V ChjmaJtenango

V Escuin(fa

V Antigua

〉r Ouetzaltenango

〉l Sam Marcos

VI Retarhuleu

V] SoJoJa

〉1 Totonicapan

VI Mazatenan9O

Vlf SantaCruzde10uich6 enero

VI I Huehuetenango enero

〉川 Santa EZena Pe†en fob(era

ll

(Vcr Cuadro 4)･ La UNOR no presupuest6

gastos para capacitaci6n nl Para COntrataCi6n

externa de servicios externos, por

considerarse los mismos en el
PRODESAGRO.

Cuadro 4: Resumen del Presupuesto de

la UNOR (1998)

DESCRTPClON

1998【22CD'$l

NECESIDÅDES

N○..○no.

LRecursohumanos 28311,838,00O84.7%

DespachodelCoordinador_ 7

196

598.50O

Coordinacio∩esDepartame∩tales ll,239.500

Hhversi6nJnicialenequIPO leo,000

l60,000

1.l%

DespachodelCoordi∩ador

Coordi∩acjo∩esDepa∩amentales

Ill.Gastosdefuncionamiento 1.320,170 9.2%

DespachodelCoordinador ー〝.900

Coordj∩acionesDepaname∩tales 1.142,270

lV.TaJ[eresyseminariosl) 0

0

0

0.0%

DespachodelCoordinador

Coordinacio∩esDeparlame∩taPes

V.Contratacjdnezter∩adeseryJ'CiosI) 0 0.0%

Sub.total 13,318,170 95ー2%

Overhead 665,909 4.8%

丁0丁AL 13,984,079 108%

a)Ve｢PROD[SAGRO



PLAN ESTRATEGTCO 1998-2000 DE LA UNOR: Hacia una Res

4. RAI)EAS

Ante la
necesidad de racionalizar y hacer

mÅs efectiva la gesti6n pdblica y trasladar

responsabilidades de desa汀01lo a la
s∝iedad civil,

el MAGA identi丘c6 1a necesidad de impulsar y

PrOmOVer meCanismos de coordinaci6n y
concertaci6n entre las organizaciones de la

sociedad civil･ que les permitan como grupo

participar en la plani丘caci6n y toma de decisiones

Para Su PrOPio desarrollo econ6mico y social.

Dado que a nivel departamental, existe un

ndmero significativo de
organizadiones (ONG,s,

cooperativas, asociaciones de productores,

organizaciones de mujeres) interesadas en

promover intereses comunes, se hace necesario
integrar a estas organizaciones en un solo

mecanismo nexible
y que sea representativo y

legitimo a nivel depar.ヒamental, por lo que se

promueve la creaci6n de las Redes deAgentes de

Desarrollo Agropecuario Sostenible
-RADEAS-.

uesta 0 nunaen la PresLaci6n de Servicios dcl MAGA

La RADEAS es una
red integrada For

organizaciones de la sociedad civil del sect.r
Agropecuario･ Forestal･ Hidrobio16gico, que
representa y promueve intereses de sus

agTemiados con unavisi6n enpresarialy de

g6nero, siendo la encargada de coordinar

actividades de identificaci6n,
recolecci6n,

priorizaci6n y gesti6n de las demandas de

servicios sectoriales, ante la Coordinaci6n
Departa皿ental.

Por departamento, 1a RADEAS est畠

organizada en 4 niveles, siendo: (a) beneficiarios;
(b) organizaciones (c) Representante de las

organizaciones (asamblea) y (d) Junta Directiva.

Esta止1tima se
elija democrまticamente

y con

representatividad por tipos de organizaciones:

cooperativas, asociaciones de
productores,

organizaciones de
mujeres y ONG's (Ⅶr Anex｡

2)･ Los representantes y Juntas Directivas de

estas RADEAS funcionarまn como comit6 sect｡_

rial dentro de los ConseJOS de Desarrollo

Departamental. (vcr Figura 3).

FL'gura 3: Estructura de Organizaci6n de las RADEAS
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FL'gura 4･･Flujo de Apoyo a

DE LA UNOR: Hacia u口a Res

血ForTnu血ci6n,

RADEAS:

~謡雷:nyto9ecSaiてn2ア∩

lNST. FJNANCJERAS

･ ApNOtnn rocursos
(5)

Sub*はi▲rlJ
I rondos del MAGA:
I Otros Fondos SKj81o8

Cr▲d P(○■:

I 8ANRURAL y olras

Pr6FSta SOrVLci岱y/C PrOducIOS

Ttuna en la Prestaci6n de

Geslidn y Ejecucidn

0 rpllJ zJCbn++

e]e.siibQPdann蒜篤芸t...?,1
8●n4ficiAr.IJ4 :

s 8ntO RADEAS (1)

Seryicios del MAGA

de Proyectos PT･Oductiuos

COORDJNAC[ON DEPARTAMENTAL

For7TIu J■e idn.･
I EvaJua pormes. con(ra(a servICios
pro(esionales para osIUdJLos do

pTOjnvorsidn o in tog(a d∝umontos

G+■tldn:
･ Gosぬn r∝ursos dnaLICioros (4)

EJ●¢uc仏n:
･ Ccntrata pa(a la

ejoQJdbn (6)
I Asjsto on ol s-9Uimion-o y
ov且Iuacidn

UMDAD DE GEST10N
PARA ∈L DESARROLJO:
Apoya a la in-egracibn

d(〉Idocumonto

Apoy8 8 Ia
gosti(5n

Apoya a la 8)8CUCidn
Coo(dine ol s8gUir71jonlo

y 8VarUaCidn (8)

financiado por fuentes disponibles en el
departamento･ se solicita el apoyo de la UGD para
iniciar la b止squeda de financiamiento

central.

iii) Ejecuci6n:
Lasinstituciones financieras

planifican1a
PreStaCi6n de servicios y productos en

coordinaci6n con la CD, 1a
cualcontratar畠con

rondos de subsidiariedad del MAGA (6) a

organizaciones oferentes de servicios y productos.
La organizaci6n beneficiaria

ejecuta el proyecto
(7)･ Cada proyecto aprobado, ser畠objeto de
supervisi6n y evaluaciones peri6dicas para
conocer su avance y/o limitaciones que pudieran
darse en el desarrollo de actividades. La§
evaluaciones･ seran coordinadas por la UGD y
apoyadas For la CD (8)･Cada informe,

producto
de evaluaci6n de proyectos, serまcanalizadoal
Despacbo Superior del MAGA, para apoyar la
toma de dedsiones siendo el responsable la UGD.

En
el seminario taller realizado en la ciudad de

血tigua, Guatemala
e1 22-23 de.enero de 1998,

con la participaci6n de representantes del MAGA
concluyeron que･ para que una organizaci6n
demandante

aplique a
obtener rondos de

subsidiariedad･ debenJa contar con dos requisitos
b畠sicos:
･ Ser una organizaci6n legalmente

constituida;
● Sermiembro de laRADEAS.

Adicional皿ente, 1a apユicacidn de la

subsidiariedad deberまencaminar a las siguientes
aCCIOneS :

' Fomentoy fortalecimiento de la organizaci6n

s∝iaユ;
' Capacitaci6n en gesti6n empresarial;

16

Aseson'a en la comercializaci6n;
Asistencia t6cnica en la producci6n; y
Apoyo en la formulaci6n de proyectos

(preinversi6n).

De acuerdo a los lineanientos de poll,tica
del MAGA y responder de una for皿aまgil,

e丘ciente y oportuna a las demandas de la sociedad
civil,es necesario transferir la toma de decisiones

sobre los proyectos y descentralizar

administrativamente parts de los rondos propios
de inversi6n del MAGA (FONAGRO, 2KR,
Cooperaci6n Italiana, etc.) hacia lag
Coordinaciones Departamentales

para su

aprobacidn directa,

Se如n los participantes del seminario taller,
1as oportunidades para autorizar a las CD･s en la
toma de decisiones sobre proyectos productivos
con montos limitados a de丘nir en la parte

subsidiaria son las slguientes:
｡ Capaddad de respuesta oportuna y menor

burocrada;
｡ Conocimiento de ユas organizaciones,

necesidades e inversiones
productivas locales;

● Participacidn de ユas organizaciones en la

preinversidn;
I PropICla

Credibilidad y confianza en la nueva

estmctura del MAGA.

Para aprovecbar estas oportunidades, se

consensu6 que se deben'a superar las slguientes
debilidades:
● Criterios unifbrmes y pr∝edimientos claros

para la toma de decisiones;
' Capacidad t6cnica-econ6mica no imple-

mentada en todas ユas CD's.
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y televisiva. IJa infomaci6n generada servirま
a las necesidades de diversos usuarios,misma

que podr丘n obtenervia correo electr6nico.

Para mayor infbrmaci6n v6ase el docu-

mento: (a)Pkln EstT･at4gico del SIEA- 1997-2000

y (b) Propuesla Sistema Nacional de Precios de

MeT'Cado de Productos Agropecuarios, UNOR,

diciembre 1997.

5.3 Apoyo al desarrollo de

instrunentos de soporte para

orientar las inversiones en el agro

EI Marco de Funcionamiento de Poll'ticas

(UPIE, Series de Documentos, No 1, 1998) se丘ala

el desa汀01lo sustentable del sector agropecuario,
forestal e hidrobio16gico como prop6sito central

del MAGA que incluye componentes de carまcter

econ6mico-social, eco16gico y 6tico. Para lograr tal
desarrollo, se deben pro皿OVer Sistemas de

producci6n que garanticen la sostenibilidad

ambiental en el largo pla∑o, integrando la

agncultura y el manejo
de los recursos

naturales
(incluyendo los hidro-bio16gicos) en unmismo

plan° de importancia, que debe traducirse en

poll'ticas, 1egislaci6n, instituciones coherentes e

instrumentos de soporte para orientar la§

inversiones en el agro (esquema de ordenamiento
del territorio en funci6n del uso potencial de los

recursos naturales).

En tal sentido, el MAGA propone
imple皿entar, a

mediano pla∑o, un Sistema de

Soporte para la Tbma de Decisiones en el agro

-SISTD- que consisten entre otros (a) mapas
digitalizados de suelo, clima y datos

socioecon6micos; y, (b) modelos de simulaci6n que

permita la realizaci6n de pron6sticos de cosechas

y la evaluaci6n de la capacidad potencialy uso

de la tierra･ Estos instmmentos son de apoyo

para la fo-ulaci6n de los proyectos productivos.

Los
nodelos de simulaci6n incluidos en el

SISTD son guiados For informaci6n de suelos y

clima y For estrategias
de producci6n como fechas

de
siembra, tipos de cultivos y uso de insunos

(fertilizaci6n, riego, etc.), Los
resultados de los

modelos iIICluyen
rend血ientos de los cultivos,

balance de agua y nutrientes y resultados
econ6micos del sistema de producci6n. Por lb
tanto,

el SISTD puede ser
usado para predecir el
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impacto de cambios en uso de la tierra,

modificaciones en el uso y cantidad de insumos

(tipos y dosis de fertilizantes,riego, etc.) y

alteraciones en log escenarios econ6micos y

a皿bientales.

EI SISTD provee informaci6nvital para

compa丘l'as agrl'colas (i.e. compa丘1'as de

fertilizantes),programas de pr6stamosrurales,

agencias de seguros y CD's. Especl'fica皿ente en

el sector de fertilizantes, 1a informaci6n se puede
usaf para determinar la dosis y frecuencia de

aplicaci6n requerida para un rendimiento
econ6mico 6ptimo.

Un aspecto clave es que puede desarrollarse

especl'ficamente y a la
medida paraunamplio

rango de objetivos y/o sectDreS. Por
eJe皿plo, puede

crearse un SISTD para abarcar exclusiva皿ente

al sector de rertilizantes, o para evaluar

variedadesnllbridos, o para evaluar tecnologl'as

de riego, etc･ En el otro extremo, se pueden
desarrollar SISTD con un enfoque holl'stico y

orientado hacia todo el sector agn'cola de una

reg10n, para aSistir las decisiones y programas
de gobierno en el desarrollo de proァectos de

cultivos por zonas, determinaci6n deriesgos de

producci6n, predicciones de rendimientos de

cultivos nadonales y regionales, etc. En todos

estos casos la
metodologl'a aplicada es muy simi1

1ar y lo que varia es el tipo y volumen de la

informaci6n requerida.

En marzo de 1998, el MAGA suscribi6 un

convenio con el sector privado interesado a

desarrollar el SISTD.I Fertilizantes del Pacl'fico

S.A., SolucionesAnall'ticas, Universidad del Valle

y laAsociaci6n Gremial de Exportadores de

Productos No Tradicionales de Guatemala

(AGEXPRONT). Para apoyar a esta iniciativa,
el

MAGA gestion6 un proyectoante la Agencia

lnternacional para el Desarrollo de EEUU por

medio del cualempezarまa operar el SISTD.

En el marco de la poll'tica agraria del MAGA,

se espera en el a丘o 1998 fbrtalecer el nuevo

Sistema de lnformaci6n GeograLTICO Nacional: (a)
digitalizare1 50% de los mapas a escala 1:50,000;

(b) desarrollar el PlanEstrat6gico Geomまtico; y

(c) Densificar la Red Geod6sica de los departa-

mentos Piloto del Catastro Nacional.



PLAN ESTRATEG7CO 1998-2000 DE LA UNOR: Hacia una Res ortuna en la Prestaci6n de Servicios de] MAGA

Para operativi2:ar la
estrategias de apoyo a

la fo-ulaci6n, gesti6n y eJeCuCi6n de proyectos

productivos locales, se conform6 una comisi6n

t6cnica integrada por representantes ■delas

Unidades Centrales y Coordinaciones

Departamentales del MAGA, en donde se espera

la elaboraci6n de un Manualde Normas y
Procedimientos para la Preinversi6n de los
Proyectos Productivos Local'es. otra ventaja de

la comisi6n es propIClar la comunicaci6n interna

y obtener productos consensuados.

5･2 Generaci6n y suministro de

lnformaci6n
estrat6gica

Tener acceso a informaci6n requerida esun

insumo de desarrollo complementario a los

servicios t6cnicos y■de organi2:aCi6n empresarial,

que permite apoyar el desarrollo empresarial e

increnentar en los usuarios sus conocimientos y

capacidades para la plani丘cacidn y toma de

decisiones. Basado en las demandas de diferentes

usuarios -organizaciones de productores,
iniciativa

privada, instituciones
estatales y

organizaciones internacionales, e上c- el MAGA

detect6 a trav6s de diagn6sticos, realizados en

1996/97, que e1 76% de las instituciones a nivel

regional consideranel suministro deinformaci6n

estrat6glCa agrOPeCuaria como muy lmpOrtante

Figura 5: EsqueTna de Componentes del SIEA

y necesaria, para respaldar Bus actividades y
decisiones. Se如n el estudio, lo§usuarios tienen

preferencia For tener acceso a la infornaci6n

sobre predos de mercado, mercados potendales,

superficies y rendimientos, plagas y

enfermedades, costos de comercializaci6n,

estudios a皿bientales, 1as politicas y las leyes que

ngen el Sectわr.En ese sentido, el MAGA, a trav6s

de la UPIE, ve la posibilidad de establecer un

Sistema de lnformaci6n Estrat6gica
Agropecuaria

･SIEA-,
funcionaly operativo,

que apoye a los diferentes usuarios en la toma de

decisiones.

Dentro del SIEA se
contemplan los slguientes

componentes (Vcr Figura 5):

1･ Recopilad6n

Primarias: Las instituciones pnncIPalmente
involucradas en la recoIPilaci6n y

sistematizaci6n de datos defuentes pnmarias
son: (a) 1as CD's (por ejemplo precios de

mercados); (b) el ICTA en cuanto a plagas y

enfermedades, asl'como monitoreo de la

bumedad de suelos y estado de cred皿iento
de cultivos durante el ciclo de producci6n), (c)
el INSIVUMEH (datos meteo-ro16gicos); y (d)

el MAGA Central en cuanto a la encuesta

anualagropecuaria y sondeos especl'ficos para

estimar rendimientos, areas cultivadas, y

costos de producci6n y comercializaci6n.

2. Sistematizaci6n de Informaci6n

(de ruentes secundarias) e

instrumentos

ohentarinversiones en el agro-

SISm (Vcr pまrrafo 5.3)

3･ An畠

raci6n

nicaci6n: Se identifican cuatro

tipos de usuarios de informaci6n:

decisores, asesores, t6cnicos, y

productores. La informaci6n

generada y los resultados del

SISTD se interpretar孟 en

congruencia a las necesidades de

cada uno de estos usuarios. Para

lo
cual son importantes t∫es

aspectos: (a) el tipo dean畠1isis e

interpretaci6n; (b) el material de

comunicaci6n, y (c) 1a selecci6n

de los medios de divulgaci6n. La

UPIE serl'a responsable
del

anま1isis e interpretaci6n de datos
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5.4 Apoyo al sistema de vigilancia

epidemio16gica y cumplimento de

normas y regulaciones

I,a liberaci6n del comercio exterior, asl'como

la participaci6n de Guatemala en la organizaci6n

mundial del co皿erCio (OMC), y lo§ paises que

conformanel丘rea
libre de las am6ricas (ALCA),

imperativa la
necesidad, de que el palls cuente

con un sistema validado de vlgilancia

epidemio16gica paraminimizarla posibilidad de

ingreso de una plaga o enfernedad ex6tica, o

brotes de plagas o enfemedades end6micas, de

lo contrario se puede manifestar entre otras cosas,

el cierre de mercados para productos de

e x portaci6n

Lavigilancia
epidemio16gica,

se basa en el

monitoreo, detecci6n y diagn6stico de plagas y

enfbrmedades end6皿icas y ex6ticas, 1a cual

permite recopilar la informaci6n necesaria para

evaluar la ocurrencia y prevalencia de las

referidas plagas y enfernedades.
Por otro lado,

1avigi1andapermite formular y eJeCutar Planes
de contingenciaante una eventualidad.

La UNR conJuntamente com lo§ pro-

fesionales envigi1ancia epidemio16gica de las

CD's, coordinan1a elaboraci6n e inplementaci6n

de procedimientos t6cnicos para la normativa

6toz00sanitaria y para el desarrollo de campa丘as

preventivas y curativas.

La estrategia de operativi2:aCi6n
se basa en

formar y organizar Promotores Fltozoosanitarios

en las RADEAS.Leg promotores, debidamente

capacitados, info-arまn a los,profesionale8 en

vigilancia epidemio16gica
de la島 CD's a la

ocurrencia de plagas y enfemedades en su area

de trabajo.

En tal sentido, log profesionales en

vigi1ancia epidemio16gica de las CD's deberまn

monitorear a trav6s de los promotores

丘tozoosanitarios, 1a actividad agropecuaria, for-

estale hidrobio16gica,de posibles focos o brotes

de enfermedades fitozoosanitarias para que

conjunta皿ente
con las Autoridades IJCCales, UNR

y Coordinaci6n Departamental, se tonen las

medidas correspondientes.

Los pasos del accionar serまn: 1)
Sistematizar, anali2:ar y Validar la infornacidn

obtenida; 2) Infornar la UNR y lag autoridades

locales sobre el aparecimiento de focos o brote8

de plagas y enfbmedades･, 3) dictar1as medidas
丘tozoosanitarias

correspondientes; 4) plani丘car

y coordinar
las ca皿Pa丘as de prevend6n, control

o erradicaci6n hacia los promotores fitozoc>

sanitarios; y 5) dar el seguimiento corres-

pondiente (Vcr Figura 7).

FiguT･a 7: Flujo de InFormacidn y Acci6n en Vigilancia EpideTnio16gica
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y resultados de lo§ modelos en fbr皿a de

artl'culos e infornes t6cnicos, asIJ como la
sub-

contratacidn a organizadones espedalizadas
de la sociedad civil en la preparaci6n de ma-

terialde comunicaci6n.

4.塾監髭慧怒芸慧恕芸
asistirまa ユasCD's para que funcionen como

centros de infornaci6n,
satisfhciendo a ユas

demandas de los usuarios tanto a nivel
departamental como local･ For lo tanto, se

realizaran 300 tal1eres l∝ales por aao, un car-

tel informativo
semanal de informaci6n de

precios ubicados estrat6gicamente (15,000mi1

p?r a丘o) y progra皿aS Semanales de radio a

nlVel departamental. Las RADEAS
funcionaran como instrumentos de divul-

gaddn y comunicacidn en los departamentos,

5.欝aor冨
aumentar la particIPaCi6n privada en la

prestaci6n de servicios de informaci6n, se

contempla la creaci6n de una Fundaci6n SIEA
con ユas siguientes funciones: (a) 1a gesti6n de
acceso

al SISTD; (b) 1a
capacitacidn en el us｡

de
correo electr6nico e lnternet; (c) 1a

organlZaCi6n de la divulgaci6n
mediante

diversos
medios･ y (a) 1a direcci6n y

coordinacidn del SIEA.

EI Sistema Nacional de
Precios de Mercado de

Productos Agropecuarios,

como sub-componente del
SIEA, serl'a implementado

For UPIE con)untamente con

lag CD's y se con丘gura de la

siguiente manera (vcr Fig. 6):

1･ La
recopilaci6n de los

precios, en los pnnclpales

mercados departamen-

tales, se llevar畠a
cabo

por medio de las Coor_
dinaciones Departamen-

tales a trav6s de las

RADEAS.

2･ El procesamiento de la

informaci6n
sobre los

precios de mercado sera

uesta 0 nuna en la PresLacidn de Seryicios deJ MAGA

realizado por un t6cnico en infbrmaci6n

estrat6gicade la CD, quien deber畠atender

las actividades de ingreso de lainfo-aci6n,

elabo-raci6n y envIJo de los reportes

establecidos a la UPIE･ Previoalenvio de la
informaci6n, deberまrealizar la revisi6n o

validaci6n de la infomaci6n, 1a cual se har畠
en fbrma sistematizada, en el momento de su

lngreSO･ En el caso de haber discrepancias,
deber畠consultar los instructivos corres､

pondientes.

3･ La UPIE recibirま1a informaci6n,

pr∝edi6ndose; diariamente a integrar y tabu-
1ar los datos, de

acuerdo a los pr∝edimientDS

establecidos para cada aplicaci6n, por

eJemPlo, promedios a
nivel departamental,

regional y nacional. Tanto la UPIE como las
CD's quedarまn conectadas al sistema intern｡
de comunicaci6n e intercambio de infomaci6n

-previsto con apoyo del nuevo proyecto
PRODESAGRO-

, y con la informaci6n

obtenida podr畠n estructurar los
cuadros de

salida dise丘ados dentro del Sistema de
Precios de Mercado.

4･ La UPIE
coordinar畠el an畠1isis de la

informaci6n, 1a elaboraci6n de artl'cul.s e

informes t6cnicos y la preparaci6n de

materiales de･comunicaci6n. El t6cnico en

informaci6n estrat6gica de cada CD sera

responsable de la divulgaci6n escrita, radial

Figura 6: Sistema de Precios de Mercado de Productos Agropecuarios
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7. PROYECTO DEAPOYOALA

DESCENTRALIZACION DEL MAGA

-PRODESAGRO.

A partir de la fomulaci6n del marco con_

ceptual del nuevo γoldel MAGA y detectando la

necesidades de capacitaci6n, se prepar6 un perfil
de proyecto para apoyar la descentralizaci6n de

los servicios del MAGA, el cualfue presentado a

la cooperaci6n Holandesa en reuni6n de trabajo.
Producto de la reuni6n, se comision6 unamisi6n

para fbrmular el documento de Proyecto de

Apoyo a la Descentralizaci6n del MAGA

-PRODESAGRO-,
con la 氏nalidad de

血plementarlo a partir de 1998.

7･1 Necesidades de Capacitaci(in

A nivel departa皿ental, se identi丘caron ユas

necesidades de capacit-acidn･ En este proceso de

participaron 250 representantes de organi-

zaciones･ Cada representante seleccion6 cinco

prioridades de los cursos potenciales para

satisfacer sus
necesidades. Ya en Gabinete se

clasificaron cada una de las boletas con base en

ponderaci6n invertida, dando
al curso mまs

preferido cinco puntos, al menos preferido 4

.puntos,
etc.

Los
resultados en su conjunto revelan a

nivel departamental una granvariedad de cursos

solicitados, siendo tres los cursos con mayor

ponderaci6n: 1) formulaci6n y evaluaci6n de

proyectos; 2) bdsqueda de

financiamiento;
y 3)

planificaci6n estrat6gica･

Dentro de la totalidad de

los cursos demandados,

se agmpan los pnmeros

27 en tres categorl'as:

a)
Planificaci6n, gesti6n y

desarrollo
gerencial;

b) Asistencia t6cnica

agn'cola, pecuaria y fores-

tal; c) Mercadeo y

agroindustria. En el

cuadro 5, se presentan

estos cursos con su debido

ordenamiento. (Ver

Cuadro 5, Figura 9).

Figura 9: Priorizacidn de Cursos Solicitados

Cuadro 5: Los Cursos mds solicitados por Categorta

PLANIFICAClON,GESTlONY ASISTENCrA MERCADEOY
DESARROLLOGERENC】AL TECNJCA. AGROfNDUSTRJA

Formulacid∩Proyectos(1) Ma∩eJ-OdeCu柑Vos(4) NormasyProc.Expo｢=10)

Fina∩ciamie∩to(2) Agricuーtura○rg畠nica(5) lnvestigaci6nMercados(ll)

Pla∩iFicacid∩Estr.(3) Ma∩ejodeBosq∪es(6) JnformacjdnMercados(13)

Desa｢rolloGere∩cial(7) Capacjdady∪soTierra(8) Co∩t(oldeCafidad(18)

Admin.deFondos(9) SanidadAnimaI(12) P｢oc8Samie∩to(19)

Coordi∩acid∩yDirecci6∩(14) ManejoPecuario(21) Admon.ei∩g.Agroind.(20)

Planiticacidn○rganiza.(15) Org.deVentas(24)

Ma∩ejo/Co∩t｢olPres∪p.(16) Principi○sdeMarketing(27)

A∩aFJ'SisFi∩a∩ciero(17)

Planificacid∩○perativa(23)

DireccidnAdmon.(25)
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6.
･ mERACCIONYCOORDNACION

6.1 Marco Institucionalde Servicios

Las CDIs, en su まmbito'geogrまfico

trabajar畠nestrecha皿ente con la Red de Agentes

de Desarrollo Agropecuario, Forestal e

Hidrobio16gico Sostenible
-RADEAS-,

en la

identificaci6n, pnori2:ad6n, gesti6n y ejeCuCi6n de

acciones y en la operativi2:aCi6n de las pol1'ticas y

estrategias del MAGA. Asl'mismo
coordinarま

acdones con ICTA, BANRURAL, INAB y otros

proyectos del sector para day respuesta a

demandas y necesidades planteadas y sentidas

por la§organizadones que confbman
la RADEAS

(Vcr Figura 8).

La descentralizaci6n del MAGA, al
transferir funciones,

responsabilidades y recursos

centralizados a las CD's y a la
sociedad civil,

implica
cambios profundos de reorganizaci6n, en

donde, se deben adaptar la§ instituciones

centralizadas y descentralizadas para brindar un

apoyo horizontal, con la finahdad de fortalecer

las funciones de planificaci6n, conducci6n,

normativa y coordinaci6n de proyectos

productivos, en apoyo a la facilitaci6n de

ipversiones y prestaci6n de servicios a nivel

departamental. En tal sentido, se presenta un

marco de integTaCi6n institucionalde los servicios

descentralizados a prestar por el MAGA.

EI Despacbo Superior (DS), coordina y

orienta a
nivel central todas las

actividades
tendientes a desarrollar el agro guatemalteco, el

cual es apoyado por seis Unidades Centrales.

A nivel central, se integTa la contraparte

de la sociedad dvil, para la toma de decisiones,

en el ConseJO Nacional de Desarrollo

Agropecuario
-CONADEA-

intregrado por

Comit6s Institucionales Bilaterales y G-rupos

Subsectoriales de Trabajo. EI CONADEA

participa prlnClpalmente en los aspectos

vinculados a la UPIE y UNR.

A nivel departamental, el MAGA a trav6s

de ユas Coordinaciones Departamentales

operativi2:an la facilitaci6n de la inversi6n y

prestaci6n de servicios con el apoyo de las

Unidades Centrales, en tal sentido: i) La UGD

apoya en la formulaci6n, gesti6n, seguimiento y

evaluaci6n de proyectos productivos y de

asistencia ticnica y organizaci6n empresarial; ii)

La UPIE apoya el desarrollo de un sistema de

informaci6n estrat6gica agropecuario e

instrumentos de soporte para la toma de

decisiones para las inversiones en el sector; iii)

La UNR coordina con las CD's la vigilancia

epidemio16gica; iv) La UAF apoya a las

Coordinaciones Departamentales en la

administraci6n丘nanciera descentralizada, de

acuerdo a ユasnomas丘nanderas vigentes.

Las RADEASノs, estan integradas por

organizaciones demandantes e institnciones

oferentes de servicios t6cnicos y de organizaci6n

empresarial, quleneS Serまn los interlocutores con

las Coordinaciones Departamentales para la

operativizaci6n de las poll'ticas y estrat6gias del

MAGA.

Las CD's apoyarまn a los sistemas de

ConseJOS de Desarrollo y a las Unidades T6cnicas

Departamentales y Municlpales, en la

formulaci6n de Planes de Desarrollo Integral.

FiguT･a 8: MaT･CO Institucional de los Seruicios

□ Despacho.Supe血rdel MAGA

[コ unI血de9Cenlrale$

Il coordh3CiomH Departanwta[e9

□ RADEASyCONADEA

■ ot(a8 h8L Descent.%JLzJ)由s

I) P†oyectos Coop. Externa

R吋on81e9
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Las instituciones descentralizadas del

MAGA (ICTA, INAB, BANRURAL), y otras

dependendas estatales como rondos Sociales y

proyectos de desarrollo, coordinar丘n con las

Coordinaciones Departamentales la ejecuci6n de

los servicios descentralizados.

6.2 Mecanismos de Coordinaci6n

EntT･e instt'tuciones estataLes a niueZ

dep aTlamental

EI Coordinador Departamental, repre-

sentando al Despacbo Ministerial a
nivel de

departamento,
coordinarまun mecanismo de

comunicaci6n entre instituciones del sector para

la integraci6n de los servicios de ciencia y

tecnologl'a, forestal y crediticia. Lag CD's

apoyar畠n a ユas Unidades T6cnicas Depar-

tamentales y MunicIPales en la formulaci6n e

implementaci6n de planes de desarrollo integral.

Se facilitarま1a comunicaci6n entre el Sistema de

Consejo de Desarrollo Urbano y Rural y ユas

RADEAS.

Comisiones Ticnicas For SeT･uicios

Descen traZizados

Durante el seminario taller realizado en la

ciudad de Antigua,Guatemala, con repre-

sentantes del MAGA de1 22-23 de enero de 1998

sobre el
Marco Conceptual y Funcional de los

Servicios Descentralizados, se afirm6 entre otros,

1a
necesidad

de crear mecanismos de
coordinacidn

para propICiar una comunicaci6n horizontalentre

Unidades Centrales y Coordinaciones Depar-

tamentales e Instituciones Semi-aut6nomas, para

talfin se cre6 cinco comisiones t6cnicas:

a) Comisi6n T6cnica de Proyectos Productivos

L∝ales;

b) Comisi6n T6cnica de lnformaci6n Estrat6gica;

c) Comisi6n T6cnica de Instrumentos de Soporte

para ¶)ma de Decisiones;

d) Comisi6n T6cnica de Vigilancia Epidemio.

16gica;

e) Comisi6n T6cnica de Administraci6n

Financiera.

Durante los meses a Junio de 1998, estas

comisiones deberまn proponer peri6dicamente
instrumentos y mecallismos para imple皿entar

los servicios descentrali2:ados con･ una eficiencia

bまsica y eficacia oportuna. Una vez

implementados estos servicios, las comisiones

propondrまn medidas para me)orar la
calidad y

e丘ciencia de los servicios descentralizados.

Consejo de Planiffcaci6n para la

ModeT･nizaci6n del SeetoT･ Pziblico

Agropecuario, Forestal e Hidrobio16gt'co

Para institucionalizar legalmente el pr∝eso y las

acciones de nodernizaci6n del MAGA, se cre6 e1

12 dejunio de 1997, el Consejo de Planificaci6n

para la
modernizaci6n del sector pdblico

agropecuario, forestale hidrobio16gico
-CODEP-.

EI CODEP es la plataLTorma de discusi6n supe-

rior en el MAGA, cuyos objetivos son:

a) Dise丘ar ユasbases conceptuales, estructurales,

funcionales y operativas que permitan la

modemizacidn de la institucionalidad de la

planta central del MAGA.

b) AsesoraralDespacho Ministerialen la toma

de decisiones de poll'tica, t6cnicas,

administrativas y financieras, para la

eJeCuCi6n eficiente de los planes, programas

y proyectos sectoriales.

Mecanismo ZnteTITninisterial de Apoyo a Ea

DescentT･alizaci6n del MAGA

A nivel nacional, se contempla la creaci6n

de un mecanismo de apoyo a la descentrali2:aCi6n

del MAGA, proponi6ndose integrar a insti･

tuciones tales como SEGEPLAN, Finanzas Pdbli-

cas, ConseJ'os de Desarrollo, Vicepresidencia, etc.

｢

....._.ミ__ll一l一
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AdTtinlSqaClerl de F耶(bs (D47

Capac)dad y Use d6 1aTlqra (A2)

D6J((OJo GJB(訂dJ (F I)

Hanqo de BoqJe6 (AS)

AgktJLIra Ck9わ由(A87
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bJ93LJdJ de FinandaTlicn(○ (D2)

FcrmLJ3Oh y如LJaClen do Proy∝bS (E7)

Analizando por tipo de organizaci6n,

se observa 可ue las cooperativas y

asociaciones tienen relativamente mayor

inter6s en capacitarse sobre b止squeda de

financiamiento y cursos de la categorl'a

asistencia t6cnica. La§ ONG's estan

pnnclpalmente interesado en cursos sobre

bdsqueda de丘nanciamiento y formulaci6n

y evaluaci6n de proyectos･ En cuanto al per-

sonal del MAGA a nivel departamental, se

tienen mayorinter6s en cursos de la pnmera

categon'a (Vcr Figllra 10)･

7.2 Resumen del PRODESAGRO

Este proyecto, a rinanciar por el

Gobierno de Holanda, tendr畠un costo de

us$ 2.7 millones e iniciar畠en mayo de 1998

con una duraci6n de 2.5 a丘os. El objetivo
de

desa汀01lo del PRODESAGRO es apoyar y

fortalecer la descentrali2:aCi6n de servicios

del MAGA, para contribuir a un desa汀01lo

sostenible del sector agropecuario, forestal

e hidrobio16gico.

oBJETIVOS Y RESU…DOS DEL PRODESAGRO

o1. Apoyar la
operativizacidn

e implementacidn del帖rco Conceptual

pa{a ta descentralizacidn d∋ servidos del MAGA

Rl.1 Reglamento orgAnico de las Unida由s Centra(es y Cocrdj-

naciones Departamentales aprobado y funcionando

Rl.2 Marco conceptual
de ta descentra[izacj6n del MAGA

operativizado y funcionando eficientemente

o2. Fortalecer el Funcionamiento de las Coordinaciones Departamenta-

les y Unidades deApoyo en la Descentralizad6n cb Servicios deL MAGA

R2.1 Capacldades humanas fortalec4das para la prestacidn de ser-

vicios descentra.izadas

R2.2 Sistema interno de comunicaciones e intercambio de informa-

cidn sobre mercados, plagas. enfermedades e inversiones para

eE desarTOllo

R2.3 Coordinaci6n y comunicacidn entre el MAGA e instit山ciones

afines, fortalecida y funcionando en el marco de la descentra-

Lizacidn

R2.4 Servicio interinstituciona[ de divulgacjdn de informacidn es【ra-

t6glCa tOrtaEecido

o3, Fortalecer a la Sociedad CiviLen su espacio de partic-paci6n y capa-

cidades proposltivas, negociadoras y organizativas para coadyuvar

a la e)ecucJdn de acciones de desarro=o

R3.1 RADEAS capacitadas en su organizacidn･
funcionamiento y

legit]macidn

R3.2 Coordinacidn e intera∝idn fortatecida entre sociedad civil･

MAGA y otras instancias del Gobierno･

R3,3 0rganizacidn integrantes de las RADEAS capacitadas en ges-

tidn y ejecucidn
de acciones para el desarrollo･

24



PLAN ESTRATEGICO 1998-2()α) DE LA UNOR: Hacia una Res uesLa 0 rtuna en la Prestaci6n de Servicios deL MAGA

OBJETIVO 3: lDENTIFICAF7, PFTOMOVER Y I;4C/L/TAR LA /NVEF7SION Y PF7ESTAC/ON DE SERVJC/OS CON ENFOOUE

EMPRESAF7/AL A LAS ORGANJZAC/ONES FAF7A EL DESARF70LLO SOSTENIBLE DEL SECTOF7 AFH.

RESUmDOS AC¶VIDADESPARACERRARBRECHA
RESPONSABし∈ FECHA

l川Cー0

FECHA

FINALCD UC

3.1Marcocmceptualy 3.1.10rganiza由∩deSerninario-Taーlerparaladefinicめ∩y PFX)DESAGRO 02/0ー/98 2a/01/1998

funcbnaー(ねlos

SeNk:jos

phn打kaci6n.

3.1.2日abcracj6ndcconceptcs,crherbsyp(occdimientospor CD CODEP 22/01伯8 ●ー●一●●:

Oesccntra[iヱados S8rYk:lO.

3.1.3FuncK)narTtierdoyretroaLimentaci6ndelmar001urx30nal CD ∪GD∧｣NOR 01/OJm8 31/12/1998

3.2lnstrumerTtCSde 3.2.1Sjst8ma1たacj加deexpenenciasdesbtemasdeinlcmlaCi6n CD2 ∪PIE 01/03/98 l5/05/l998

orkntack5∩paralas
LnVerSlαーeS

4'++..-.+.0........'J.+='+

3.2.2日aboracidndeunap,opuestaparaintegrarlasexperN2nChsy CD2 UPIE 01/06伯8 30/06/l998

sectorkaJes.Integrado phn行kareldesa(rollodeuns由一emadeinfcmacib

alPhndeDesarrollo
........l-....l...l........

DeptaLL∩tegraI. SISTD.

3.2,3○rganizacidnydesaTrO=Odeunseminark-talbrparadiscutir/
I+_l'_.+++.._4-.I+'4'

deapoyoparalaimplemenーac始∩.

CD2 ∪PトE 01/07/98 15IO7/1998

3_2.4Finalizaci6nyenlregadehpropu8StaParaSUaPrObacidn.
CD2 UPIE 1α07/98 3l/08/1998

3.2.5EJaboracjdndepJa∩esdetrabaio.conveniosycanasde
entendimiento

CD1/CD2 ∪PIE 01/09/98 31/12月00O

3,SCAT(eradeperfibs

avanzadosde

3.3.lAcーuaFizacidneinventariodeperfiksdeproyedos. CD2 ∪NOR

02/01/98 15/08/1998

3.3.2Priodzack5nycJas行kac1'6nd8Perfilesdeproyectosenbancos CD2 UNOR

pTOyedos1'nCJuidos

eneーpTOgrarnade

sislemalizados, ∪NOR

3,3.3EJaboracidndepropuestadeprograrnad8inversidnde事 CD1/CD2

inver出血ー MA&.para1999.

3.3.4ElaboTaCidndeunap(opu8Stadeprogramadei∩Versk5n

produclivasectcriaf.pa(aelConseiodeDesarTO‖0.

PRODESAGRO

3.3.5RealizacibndeunSeminarioan山elnacio∩aJentreRADEAS

yFo∩dosLocaksyDonanles.parageslio∩areI
financiamienlod8Pr○yeCtOS.

CD UGD

3.4Proyeclosde

desarrollo

3.4.1Pr10rizack)ndedemandas. col/GD2 CGD 02/01r98 31/12/1998

3.4.2Evafuac払n.sel∝dd∩ycJasificac血1desolicitudcsporlipcdc CD3 01/04伯8 31/12J?000

Agrcpcuario.

Forestaーe

proyectoyfuentedefjnanciamie仙⊃.

3.4.3Cbsificaci6ndeoferenlesdeprei∩versi加yserviciosde CD1 ∪AF九lGD 01/03/98 31/05n998

■●●●.●●●ー●

aFOyadosensu

acuerdoasuespec伯旧ad.

3.4.4AslgnaCle)nderecursos1暮na∩ClerOSaLasGerencJaS CD1/CD2/ 01/07/98 31/12nOOO

formuLacihy

faciーitadosensu

Departamentalesparae=lnanCーamlentOdeproyedos. CD7

3.4.5Asig∩acidna○ferentesparaLaeiecucid∩deproyedcscon CD1/CD2/ 0ー/07/98 31/1む2000

gestidn. ⊂ecursosaslg∩adosaniveldepartame∩tal. CD7

3.4.6Gesli6ndeti∩anciamient○paralaeJeCUCi6ndeproyectosno

conternpEad○sde∩trodeLosrecursosaslgnadosa∩iVel
depa｢tame∩tal

CD1 ∪AF 01/05/98 31/12J2000

3,5Proyectos

productivos

eJeCutados.

3.5.lObte∩clbndell∩a∩Clam.e∩t○Paralae】ecucLOn CDICD2 ∪GD∪AF 01/07/98 31/12/2000

3.5.2Conーrataci6∩deorqanizacionesDarabeiecucid∩ CD4 ∪GD 01/07/98 31/12/2000

3.5.3Apoy○enlaelaねraci6ndeinstrumentosymecanismosde

seg∪一mie∩toyevaluaci6n

01/03/98 3ー/12/1998

3,5.4lmplementacjdnyret(oafimentacidndeunsistemade

seguLmient○yeVaEuaci()n

CD4 UGD 01/06/98 31/ー2/2000
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8. PLAN DEACTIVIDADES DE I.AUNOR 1998. 2000

0且ノETJVO 1: CREAR E /MPLEMEN7AF7 LAS COOF7D/NAC/ONES DEPAF77AMENTALES

RESUmDOS ACT]VIDADESPARACERRARBRECHA
R∈SPONSABLE

FECHA

TNTCJO

FECHA

FINALCD ∪C

1.122CD■sys∪ 1r1.1Defi∩ick5nyAprcbacid∩deEstructura○rganicadeh UNOR1

02/01〟96 31n2/1996

despacho∝eadoy

tuncionando

l

UNOR'sysupresupuesーodefuncionamlento.

1.1.2lnventarioderecursosdeh∪NORyLasCD's CD1 ∪NOR3

1.l.3Reclutamientoycontra(ac払∩deFXrSOnal UN○R1

1.1.4Elaboraci6ndelPlanEstratig1∞amediarK)P暮azoyanua暮 ∪N○R2

1.1.5Tra∩sferencbsderecursosdelSPADAaLasCD's CD1 ∪AF

1.1.6EJaboracid∩deJregJamentoorganicodebUN○RysusCD's CD1 UN○R1

1.1.7Elabcraci6ndema∩血esdefurH=ionesypTOCedimientos ∪N○R3

1.1.8Capaci(aci6ndelPersonaーensusfunciones PROD∈SAGRO

1.1.9Elaboraci6nyoperatiVizacid∩demecanismosde

coordinacjdnentreーasCD's.UnidadesCentrak)syotras
jnsthucionesafi∩es.

C○DEP

1,1.10Seguーmie∩toyActualizacidnde=⊃[anestrat6gicoDeptaf. CD1 UN○R2

1.1,11Eーabo(acjdnyoFX?rativizacめndeunsistemadecontrol CD1 ∪N○R3
internot6cnko-administrativo. UAF

OBJETWO 2: AMPL/AFT Y FORTALECE月EL ESFAC/0 DE PART/C/FAC/ON E /NTEGF7AC/ON DE LA SOCIEDAD CWIL DEL

SECTOF7 A G月OPECUA月/0, FORES TAL E H/DROB/OLOG/CO EN L4 Cool?D/NA C/ON, PLAN/F/CAC/ON Y TOMA

DE DEC/SIONES FAF7A EL DESARF?OLLO SOSTEN/BLE.

RESU…DOS FECHA
INJC[0

FECHA

FINAL
ERARBRECHA

CD UC

Resuぬdos

2.1RADEAScTeadasy

funcbnando

2.1.1lnve∩taTiodeorganizacbnes. CDー

02/01/98 30/0〟1998

2,1.2Consolidaci()ndelaRADEAS,
∪NOR4

2.1.3Elaboraci6∩yapJicaci6ndecr止eriosde.kg托imacidnde

laRADEASaniVelnacionaI.

CD UNORINNOR4

2L1.4ApoyaTe∩laf○rmulacid∩de∩orrnasyp(∝edimientos

dehRADEAS,
CD ∪NOR仙NOR3

2.2RADEAS

capacitadase∩su

2.2,1E[aboraclO∩delmarc○concep(ualdelasHAL)とAS
UN○R4

02/01/98 3ー/12/2000

2.2.ZヒJabo{acfb∩deu∩ph∩decapac暮taClOnSOb(easpecーOS CD ∪NOR4

organizacl'6ny

funcio∩amiento.

dec*ganizaci6n.fu∩cl'0∩amienloyk)gわmacidn

2.2.3Elaboracidndeconte∩idosminimosparaJacapackaci6n. UNOR4

2.2.4Ide∩tHicaci6nyas唱naCi6ndeoferentesparalosserviciosde

capac11ac近n

CD1/CD3

2.2.5EEaboracidndeunmanualdeーuncio∩esparabRADEAS

2.2,6Eiecucidndelacapachaci6n CD3 PROD∈SAGRO

2.2.7SuF杷Ⅳisidnyevaluaci6ndefosserviciosdecapacilacl'd∩ CD3/CD4
2.3CoordーnaCione 2.3.1Elaboracidndeunap(opuestaparadefinirmecanismosde CD1 ∪N○R1

01/02f98 31/l2/l998

interaccibnfortafecjda cwdinaci6nyJnteraCCi6ne∩ーreGe(enciasDeptales,

e∩tresociedadcivil. RADEAS.SistemasderConse@deDesarrolloyUnidades

MAGAyoー｢as

i∩stancias.

Tec∩にaSDepartamentalesyMunk:lPaーes.

2.3.2RealizacibndeseminariostaJleresparaladiscuskうny

ap(obaci6∩delap(cpuesーadec00rdinacめnei∩ーeraccid∩.

CD1

2.3.3DⅣuFgaci6nysupervisi6∩deimpiementacj6∩dek)s

meca∩ismosdecoordi∩acid∩einteracci6n.

CD3 ∪N○R4

2.40rga∩izack)∩es 2.4,1EEaboracidndeunpJandecapacltaC始nco∩baseademandas CD3 PRODESAGRO

01/02J98 3ー/12/2000

integrantesdehs

RADEAScapacねdas

pr-orizadas.

2.4,2Identすicacj6nyaslg∩aCi6naoferentesdebsservick)sde CD1/CD7 ∪GD

e∩9eStjd∩y

eーeCUCi6n

capac▼tacめn.

2.4.3Efaboraci6ndemdduFosdecapacitad6nparasudiscus仏n CD1ノCD3 ∪NOR
deaccio∩es

dedesar{ouo.

l

va[idac1'6nyap(obacj6npqpartedeJMAG^.

2.4.4Eiecuci6ndelosmbdulosdecapaciーacJdn CD4 PROD〔SAGRO

2.4.5S∪FX?rVisjd∩yevah｣acidndelosservicicsdecapacねci6∩ CD3/CD4
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CONTINUACION OBJETWO 3

RESULJADOS ACT]VIDADESPARACERRARBRECHA
RESPONSABLE

FECHA

INIC]0

FECHA

RNÅLCD UC

3.6Servkbstdcr)bc6y 3.6.1Evaluacbn,selecci6nydasificacidndesoGcitudesport如de CD3 ∪GD

02/01n8 31/12々000

deqgar由ch

ernpresa血l

servk伯,aSislerxiatdcnねyーu8ntede仙ardam由nlo.

3.6ー2Chs河icaci6ndeoferentesdes○ryicic6deacuerdoasu CD1/CD3

I●=ニ.●+..

funcbnandc.

especiaJidad.

3.6.3AsJgnaCめrーderecursoshn甲?eTt6aLasGeTenQaSDeFXaJes.

parahcorT(rataddndeservfCnS.

CD1/CO3 ∪AF/UGD

3.6.4AsfgnaCX)naOferentespa(aLaeJeCLJCめndeseTYHnSCOn col/CD3(

r○cwsosasjgnadosarbeldepananBntaL CD7

3.6.5Gestidnde伽arxjarnbntoparahejecucidndes8rVkjosno CD1/CDγ

contempladosdentrodelosrecwsaasignadosanivel
depanaT7lentaL

CD7

3.7I∩formac払nsobr○ 3.7.1D6C汽oeimplementaci6ndeinstrumentosyprocedjmk,ntos CD1/CD5 ∪NR

01/02伯8 31/12J2000

yLglJanda pa〔a(aTeCOPibcidndeinformacidnsd)TeVigiLa∩cia

epid○miob9kay

preciosdemercado.

ep.demlObgにa.

3.7.2tmplementacid∩delsjstemanadonaJdepreciosdenerGado CD6 ∪N○R

sistemat辻ada.dh}Lg.

yーac榊ada.

d8PrOductosagTO卵CUaTios.

3.7.3DⅣuーgaci6ndelainformacidnestraligにaa∩iVelDepal. CD1 UPIE

3.8Stster7lade 3.8,1EJabcracidndeinslrumentosymecanismcsdesegulmientoy CD4 ∪GD

02/01J98 31/12ROOO

segulmbn暮oy evaluacit5ndeproyedosyservicbs1由一icc6yOr9anizacjdn

evaLuaddnde

a∝ーOn○S

ernpTeSarhL

3.8.2ZrTIPlemenlaci6nyfuncicnambntodeunsistemade CD4

叩rativヒad○. segu(mk∩toyevaruac払n.

3.8.3∈Jaboracldndoinformesa∩a仙00ssobreelcumdimbntode

obletjy岱ymetadebs.proyeclosyservkjost6cnbosy
organlZaCidn8mPreSarlaL

CD1/CD4

3.8.4EIaboraci6ndeinforワ1eSS⊂brelascausasdeiTY=UmPーirniento
yPrOPUeStaSCOrreCfNaS.

CDl/CD4

3.8.5l∩forrnarperiddicamenteahGerenciadeSerVbjos

Des00ntraEizadose(avancef(sicoyfinapcierodelas
i∩Versicnesyactividadest6cnjco-adminfStratiVas.

CD1

LEYENDA:

CD = C∞rdinacidn DeparlamentaI

CDl 三 Coordinador Departamental

CD2 = Prof8SjonalenGes紬nde Proyectosy PIanificacidn

DepartamentaJ.

CD3 = ProFesjonalen DesarTOILodeServiciosT6cnicosy

Organizacidn empresariaI
CD4 = ProfesjonaJenSegulrTlientoy Evaluacidn

CD5 = ProfesionalenVigilancJaEpidemioldgica

CD6 1 Tdcni∞enlnformacidn Estrat6gica

CD7一 己 Tdcnico en Adminjstracjdn Financiera
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UC ; Unidades Cen&aJes

UPIE

UGD

UAF

UNOR

UNORI

UNOR2

UNOR3

UNOR4

Unidad de PoJlticas e lnformacidn Estra蛤gica

Unidad de Gestidn para er Desarro=o AFH

Unidad Administ｢ativa y Financiera

Unidad dc Operaciones Rurak)s

Coordinador由Ia UNOR

ProfesionaJ en Planiticacidn Esb'a地gica.

Pror8SionaJ en Desarrollo Goren¢ial

Profesional en Desarro"o de R^DEAS
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